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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

 本標準は、１９９６年２月に開催されたＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１１会合における勧告案Ｑ．７７４の審議結果

に準拠している。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

2.1 オプション選択項目 

な し。 

 

2.2 ナショナルマター項目 

 な し。 

 

2.3 その他 

 (1) 本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、先行している項目はない。 

 

 (2) 本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、下記の記述を追加している。なお、当該箇所には＊を付して

いる。 

 (a) 3.2.3 節 ＩＴＵ－Ｔ勧告１９８８年版との整合性問題における実現方法について 

本記述を追加した理由は、ＩＴＵ－Ｔ勧告１９８８年版との整合の必要性があらかじめ認められる場

合について、その実現方法を明確化するためである。 

 (b) 付属資料Ａ付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ７７４ ＣＳＬのダイアログ処理（ＤＨＡ）（１０／１４）に「Ｔ

Ｒ－通知」指示プリミティブの受信ルートを追加している。本記述を追加した理由は、リターンオプショ

ンを要求したＴＣユーザに通知するため。 

 

 (3) 本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、記述を削除している項目はない。なお、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告

において「今後の検討課題」であり本標準で規定しないが、本標準の理解を助けるためにそれを記載し

ているものには、＃を付している。 

 

2.4 原勧告との章立て構成比較表 

 上記国際勧告との章立て構成の相違はない。 

 

３．改版の履歴 

 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版 １９９４年 ４月２７日  制 定 

第２版 １９９７年 ４月２３日 ＩＴＵ－Ｔによる検討の進展に伴う改版 

 

４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 

 

５．その他 

 な し。 
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１．序論

　トランザクション機能（ＴＣ）は、ＴＣユーザがトランザクション機能（ＴＣ）メッセージを用いてコ

ンポーネントを交換することを許容する。それはまた、オプションとして２つのＴＣユーザ間でのアプリ

ケーションコンテキスト名と、ユーザ情報（すなわちコンポーネント以外のデータ）の転送も許容する。

この章で述べる手順は、情報内容やＴＣユーザ間でのＴＣメッセージの転送を制御している規則について

規定する。

1.1　基本指針

　サービスアーキテクチャと実現方式の柔軟性をできるだけ得るため、ＴＣ手順自身はＴＣユーザ間での

コンポーネントの交換のサポートと、オプションとしてのアプリケーションコンテキスト名とユーザ情報

（すなわち、コンポーネント以外のデータ）の交換のサポートのみを行う。アプリケーション固有の（Ｔ

Ｃユーザ）手順はＴＣの範囲外である。

　下位レイヤ（サブレイヤ）が要求するプリミティブに関連づけられたパラメータ値がそのレイヤ（サブ

レイヤ）に無関係の場合、パラメータ値は単にプリミティブインタフェースを通じて下位レイヤに受け渡

されるだけである。プリミティブインタフェースを通じて下位レイヤから受信した、ＴＣ機能にとって必

要がないパラメータについても同様である。

1.2　概要

　第２章では、ＴＣメッセージのアドレッシング規則について記述する。第３章では、コネクションレス

ネットワークサービスに於けるトランザクション機能について記述する。

２．アドレッシング

　コネクションレスネットワークサービスを使用する№７信号方式の環境下では、ＴＣメッセージは信号

接続制御部（ＳＣＣＰ）が与えるアドレッシングオプションのうちいずれをも使用することになる。グ

ローバルタイトルの割当てと使用方法は、ネットワークと（または）アプリケーションの規定に従う。グ

ローバルタイトルの割当てと使用方法はこのプロトコル仕様の範囲外であり、本標準ではこれ以上の説明

は行わない。

３．コネクションレスネットワークサービスに於けるトランザクション機能

3.1　ＴＣにおけるサブレイヤリング

　ＴＣ手順は、コンポーネントサブレイヤ手順とトランザクションサブレイヤ手順に分類される。コン

ポーネントサブレイヤ手順は、遠隔オペレーション起動と受信応答の機能をＴＣユーザに提供する。コン

ポーネントサブレイヤはまた、ダイアログ制御情報とユーザ情報を、ＴＣユーザから受信する。さらに、

ダイアログ制御情報をＴＣユーザから受信したコンポーネントサブレイヤは、それに対応したダイアログ

制御ＡＰＤＵを生成する。そしてトランザクションサブレイヤのトランザクション制御機能を用いて、一

連のコンポーネントやオプションとしてダイアログ部を、トランザクションサブレイヤメッセージの中で

エンド・エンドに転送する。

3.2　コンポーネントサブレイヤ手順

　コンポーネントサブレイヤは２種類の手順を提供する。

　 (1)　ダイアログ処理

　 (2)　コンポーネント処理
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3.2.1　正常手順

3.2.1.1　コンポーネント処理手順

3.2.1.1.1　ＴＣコンポーネント処理サービスプリミティブのコンポーネント種別へのマッピング

　標準ＪＴ－Ｑ７７１は、ＴＣユーザとコンポーネントサブレイヤ間のサービスインタフェース、および

コンポーネントサブレイヤとトランザクションサブレイヤ間のインタフェースを定義することによってコ

ンポーネントサブレイヤが提供するサービスについて記述している。コンポーネント処理は、リモート手

順の起動と、その応答の受信機能をＴＣユーザに提供する。コンポーネント処理手順は、コンポーネント

処理サービスプリミティブをコンポーネントサブレイヤのプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を構成す

るコンポーネント上にマッピングする。表３－１／ＪＴ－Ｑ７７４に、コンポーネントサブレイヤＰＤＵ

におけるこれらのプリミティブのマッピングを示す。

3.2.1.1.2　起動ＩＤの管理

　起動ＩＤは、オペレーション起動時に起動側によって割り当てられる。ＴＣユーザは、ひとつのオペ

レーションが完了する前に別のオペレーションを発行してもよい。ＴＣユーザはどのような場合にも、相

手側で複数のオペレーションを動作中にすることができる。（ただし、リソース不足を理由に後続の起動

コンポーネントを拒否することもある）。

　各起動ＩＤ値は、オペレーション起動とそれに対応した起動状態遷移に関連づけられる。この起動ＩＤ

状態遷移の制御は、オペレーションの起動側でのみ行われる。他方は、この起動ＩＤをオペレーション起

動に対する応答に於いて使用する。しかし、この起動ＩＤの状態遷移の制御は行わない。

　両方の側が全２重方式でオペレーションを起動することがある。その場合、それぞれが起動したオペ

レーションのための状態遷移を制御し、他方の側とは独立して自由に起動ＩＤを割り当てることができる。

　起動ＩＤ値は、対応する状態遷移が空状態に戻ったときに再割当てをしてもよい。ただし、すぐに再割

当てを行うと、異常な状態が発生した場合に問題が発生することがある。したがって、（状態遷移が空き

状態に戻ったときの）解放されたＩＤ値は、すぐに再割当てをすべきではない。その方法は実現方法に依

存するため、本標準では記述しない。

　２つの同位アプリケーションは、各オペレーションに関連づけられたクラスとタイマをあらかじめ認識

しなければならない。

　コンポーネントの状態と状態遷移については節 3.2.1.1.3 で説明する。
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表３－１／ＪＴ－Ｑ７７４　ＴＣコンポーネント処理サービスプリミティブ

(ITU-T Q.774) のコンポーネントへのマッピング

サービスプリミティブ 略 語 コンポーネント種別

ＴＣ－起動（INVOKE) ＩＮＶ 起動 （注１）

ＴＣ－結果（RESULT) －Ｌ ＲＲ－Ｌ 結果応答（最終）（注１）

ＴＣ－Ｕ－エラー（ERROR) ＲＥ エラー応答 （注１）

ＴＣ－Ｕ－拒否 (REJECT) ＲＪ 拒否 （注１）

ＴＣ－Ｒ－拒否 (REJECT) ＲＪ 拒否 （注１）

ＴＣ－Ｌ－拒否 (REJECT) （注２）

ＴＣ－結果 (RESULT) －ＮＬ ＲＲ－ＮＬ 結果応答（途中）

ＴＣ－Ｌ－取消 (CANCEL) （注３）

ＴＣ－Ｕ－取消 (CANCEL) （注３）

　注１：ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９およびＸ．２２９と互換性あり

　注２：このプリミティブの取扱いは節 3.2.2.2 に記述する。

　注３：このプリミティブの影響はまったくローカルであるため、関連づけられるコンポーネント種別は

ない。

3.2.1.1.3　オペレーションクラス

表３－２／ＪＴ－Ｑ７７４　オペレーションクラス

(ITU-T Q.774)

オペレーションクラス 内　　　容

１ 成功または失敗の報告

２ 失敗のみ報告

３ 成功のみ報告

４ 結果の報告なし

　各クラスのオペレーションに対して異なった種類の状態遷移が定義される。図３－１／ＪＴ－Ｑ７７４

から図３－４／ＪＴ－Ｑ７７４に各オペレーションクラスの状態遷移を示す。標準ＪＴ－Ｑ７７１では

サービス（プリミティブ）の観点から記述しているのに対し、ここでは状態遷移をプロトコル（送受信コ

ンポーネント）の観点から記述する。

　各コンポーネント状態遷移の状態を次のように定義する。

　(1)　空：起動ＩＤ値がどの待機中オペレーションにも割り当てられていない。

　(2)　オペレーション送出中：起動ＩＤ値が、完了または拒否されていないオペレーションに割り当てら

れている。起動コンポーネントが送出されたときに、オペレーション送出中状態になる。

　(3)　拒否待：オペレーションの完了を示すコンポーネントを受信する場合、受信側ＴＣユーザがこの結

果を拒否することがある。起動ＩＤがある時間保持され、それによって拒否が可能になるよう、拒否

待状態を導入する。
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　状態遷移の発生要因を次に示す。

　(1)　ＴＣユーザから受信されたプリミティブ。それによってコンポーネントが形成され、送信される。

　(2)　同位エンティティからのコンポーネントの受信

　(3)　次の状況に対応する、図３－１／ＪＴ－Ｑ７７４から図３－４／ＪＴ－Ｑ７７４に示す各状態

　取消： オペレーション起動に関連してタイマが設けられる。この起動タイマは、起動コン

ポーネントがトランザクションサブレイヤに受け渡されるときにスタートする。

「ＴＣ－起動」要求プリミティブはそのタイマ値を示す。取消は、最終結果が受信

される前、またはタイムアウトする前に起動側ＴＣユーザがオペレーションの取消

を決定（「ＴＣ－Ｕ－取消」要求プリミティブ）するときに発生する。

「ＴＣ－Ｕ－取消」要求が受信されると、コンポーネントサブレイヤはタイマを停

止し、ＴＣユーザにはそれ以上の応答は送信されない。ＴＣは節 3.2.2.2 に示すよう

に異常状態に応じて対処を行う。

　終了： 終了メッセージまたはアボートメッセージが受信されるか、プリアレンジド終了が

使用されると、ＴＣはすべての待機中オペレーションを空状態に戻す。

　起動タイムアウト：タイムアウトは、オペレーション起動に関連したタイマがタイムアウトした時に発

生する。状態遷移は空状態に戻り、（クラス１、２、または３のオペレーションの

場合は）「ＴＣ－Ｌ－取消」指示によってＴＣユーザに通知が行われる。この通知

は、クラス１のオペレーションの場合は異常状態を示し、結果が何も受信されてい

ないクラス２または３のオペレーションの場合はその確定結果を示す（正常状態）。

　拒否タイムアウト：拒否タイムアウトは、拒否待状態に関連したタイマがタイムアウトした時に発生す

る。拒否タイムアウトが発生した場合、コンポーネントサブレイヤはＴＣユーザが

そのコンポーネントを受け付けたものとみなす。

　図３－１／ＪＴ－Ｑ７７４から図３－４／ＪＴ－Ｑ７７４では、コンポーネントには単一ＩＤ値または

順序づけられたＩＤペア（ｉ，ｙ）が含まれている。ＩＤペアのｉは起動ＩＤ、ｙは関連ＩＤである。状

態図は、ＩＤがｉの単一オペレーション起動の場合をモデルにしている。ｙの値はＩＤのｉとは無関係で

ある。関連起動オペレーションは、元の状態遷移がオペレーション送出中になっているときだけ受けつけ

られる。

　コンポーネントは、「正常形式」または「異常形式」を受信できる。図中では、これらが重要な意味を

持つ場合にはそれを示す。コンポーネントが「正常形式」で受信されようと「異常形式」で受信されよう

と問題ではない場合、図には「受信」だけを示す。

　図には正常遷移と異常遷移も示す。異常遷移は、結果として節 3.2.2 で示す異常手順になる。たとえばク

ラス１のオペレーションがタイムアウトになった場合、これは異常状態である。コンポーネントサブレイ

ヤは起動ＩＤを解放して、アプリケーションに通知する。トランザクションを打ち切るかエラーを同位ア

プリケーションに通知するかはアプリケーションの責任で決定する。別の例では、エラー応答コンポーネ

ントを受信しても、クラス３のオペレーションの正常な遷移は起こらない。この種のエラーは、コンポー

ネントサブレイヤに「エラー応答問題－期待されないエラー応答」の問題コードをもつ拒否コンポーネン

トを形成させることになる。コンポーネントサブレイヤは、（ユーザが望めば）次に発行されるダイアロ

グ処理プリミティブによって拒否コンポーネントを送信できるよう、この事象を「ＴＣ－Ｌ－拒否」プリ

ミティブによってローカルＴＣユーザに通知する。
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　注１：これらの状態では、ＴＣユーザに通知が行われ、拒否の送信が始まるときに遷移が発生する。

　注２：これは異常状態である。

　注３：関連起動ＩＮＶ（ｘ，ｉ）が受信されると、オペレーション送出中であることを確認するために

状態遷移ｉの現状がチェックされるが、状態遷移への影響はない。

図３－１／ＪＴ－Ｑ７７４　オペレーションクラス１

(ITU-T Q.774)

　クラス１のオペレーションは失敗または成功を報告する。プロトコルエラーの場合の拒否が起きること

もある。クラス１のオペレーションを起動すると、起動側は、「最終」の応答が受信されてもう拒否でき

なくなるまでＩＤのｉを動作中状態に保つ。ＩＤはＴＣユーザのオプションとしてローカルに解放される

ことがある。これを図３－１／ＪＴ－Ｑ７７４に示す。

INV(i)
INV(i,y)
送信

拒否待

空

異常形式の

RR-NL(i)
RR-L(i)
RE(i)

受信（注１）

又は

［RJ(i) 受信

又は

取消

又は

起動タイムアウト

（注２）

又は

終了

オペレーション送出中

（注３）

拒否タイムアウト

又は

ユーザー拒否

又は

終了

正常形式の

RR-L(i)

RE(i)

受信

正常形式 [ RR-L(i) 受信

クラス１
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注１：これらは異常状態である。

注２：これらの状態では、ＴＣユーザに通知が行われ、拒否の送信が始まると遷移が発生する。

注３：関連起動ＩＮＶ（ｘ，ｉ）が受信されると、オペレーション送出中であることを確認するために

状態遷移ｉの現状がチェックされるが、状態遷移への影響はない。

図３－２／ＪＴ－Ｑ７７４　オペレーションクラス２

(ITU-T Q.774)

クラス２のオペレーションは失敗だけを報告する。プロトコルエラーの場合の拒否が起きることもある。

クラス２のオペレーションを起動すると、起動側は、応答が受信されてこれ以上拒否できなくなるまで、

またはタイムアウト（注１）、取消、または終了状態が発生するまでＩＤのｉを動作中状態に保つ。これ

を図３－２／ＪＴ－Ｑ７７４に示す。

注１：クラス２オペレーションのタイムアウトは「正常」状態である。

INV(i)
INV(i,y)
送信

拒否待

空

RR-L(i)
RR-NL(i)

受信（注 1,2）
又は

異常形式

［RE(i) 受信（注２）

又は

［RJ(i) 受信

又は

取消

又は

起動タイムアウト

又は

終了

オペレーション送出中

（注３）

クラス２

拒否タイムアウト

又は

ユーザー拒否

又は

終了

正常形式

[ RE(i)

受信
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注１：これらの状態では、ＴＣユーザに通知が行われ、拒否の送信が始まると遷移が発生する。

注２：これらは異常状態である。

注３：関連起動ＩＮＶ（ｘ，ｉ）が受信されると、オペレーション送信中であることを確認するために

状態遷移ｉの現状がチェックされるが、状態遷移への影響はない。

図３－３／ＪＴ－Ｑ７７４　オペレーションクラス３

(ITU-T Q.774)

クラス３のオペレーションは成功だけを報告する。プロトコルエラーの場合の拒否が起きることもある。

クラス３のオペレーションを起動すると、起動側は、応答が受信されてこれ以上拒否できなくなるまで、

またはタイムアウト（注２）、取消、または終了状態が発生するまでＩＤのｉを動作中状態に保つ。これ

を図３－３／ＪＴ－Ｑ７７４に示す。

注２：クラス３オペレーションのタイムアウトは「正常」状態である。

INV(i)
INV(i,y)
送信

拒否待

空

異常形式

RR-L(i)
RR-NL(i)

受信（注 1）
又は

［RE(i) 受信（注 1,2）
又は

［RJ(i) 受信

又は

取消

又は

起動タイムアウト

又は

終了

オペレーション送出中

（注３）

正常形式

[ RR-L(i)

受信

クラス３

拒否タイムアウト

又は

ユーザー拒否

又は

終了

正常形式 [ RR-NL(i) 受信
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注１：これは異常状態である。

注２：関連起動ＩＮＶ（ｘ，ｉ）が受信されると、オペレーション送信状態であることを確認するため

に状態遷移ｉの現状がチェックされるが、状態遷移への影響はない。

注３：この状態では、ＴＣユーザに通知が行われ、拒否の送信が始まるときに遷移が発生する。

図３－４／ＪＴ－Ｑ７７４　オペレーションクラス４

(ITU-T Q.774)

クラス４のオペレーションは結果を報告しない。プロトコルエラーの場合の拒否が起きることもある。

クラス４のオペレーションを起動すると、起動側は、拒否が受信されるまで、またはタイムアウト（注

３）、取消、または終了状態が発生するまでＩＤのｉを動作中状態に保つ。これを図３－４／ＪＴ－Ｑ７

７４に示す。

注３：クラス４オペレーションのタイムアウトは「正常」状態である。

空

異常形式

RR-L(i)
RR-NL(i)

RE(i)
受信（注 1,3）

又は

［RJ(i) 受信

又は

取消

又は

起動タイムアウト

又は

終了状態

オペレーション送出中

（注２）

クラス４
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3.2.1.1.4　コンポーネントフローの例

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２２９（遠隔オペレーション）と互換性があるコンポーネントフローの例をいくつ

か図３－５／ＪＴ－Ｑ７７４に示す。フローは、起動オペレーションに関連づけられた正常なコンポーネ

ントシーケンスの場合を示す。

起動(i)or 起動(i,x) 起動(i)or 起動(i,x)

結果応答－Ｌ(i)

又は

エラー応答(i)

又は

結果応答－Ｌ(i)

又は

エラー応答(i)

拒否(i)

拒否(i)

(a) (b)

起動(i) 起動(i)or 起動(i,x)

起動(y,i)（注１）

・

・

起動(z,i)（注１）

起動(x,i)（注１）

結果応答－Ｌ(i)

(c) (d)

注１：最初の起動コンポーネントの状態遷移は変化しない。

図３－５／ＪＴ－Ｑ７７４　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２２９と互換性がある

(ITU-T Q.774) コンポーネントフロー
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　図３－６／ＪＴ－Ｑ７７４に、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９とＸ．２２９の拡張事項として、同じ起動オ

ペレーションに対して、複数の結果応答が報告されるように、コネクションレスネットワークサービスに

よって結果を分割することをＴＣが許可する場合を示す。

起動(i,X)or 起動(i)

結果応答－ＮＬ(i)

結果応答－ＮＬ(i)

結果応答－Ｌ(i)

図３－６／ＪＴ－Ｑ７７４　セグメント化による結果応答

(ITU-T Q.774)

3.2.1.2　ＴＣプリミティブによるダイアログ制御

　「ＴＣ－片方向」、「ＴＣ－開始」、「ＴＣ－継続」および「ＴＣ－終了」要求プリミティブは、ＴＣ

ユーザより、コンポーネントの転送を制御するのに用いられる。

　アプリケーションコンテキスト名パラメータが「ＴＣ－開始」要求プリミティブに含まれる場合はＴＣ

ダイアログ制御要求プリミティブはダイアログ制御ＡＰＤＵを形成できる。

　ダイアログ処理プリミティブからダイアログ制御ＡＰＤＵへのマッピングを表３－３／ＪＴ－Ｑ７７４

に示す。

表３－３／ＪＴ－Ｑ７７４　ＴＣダイアログ処理サービスプリミティブから

(ITU-T Q.774) ダイアログ制御ＡＰＤＵへのマッピング

ＴＣプリミティブ（要求） ダイアログ制御ＡＰＤＵ

ＴＣ－片方向

（ＴＣ－ＵＮＩ）

ダイアログＵＮＩ（ＡＵＤＴ）

ＴＣ－開始

（ＴＣ－ＢＥＧＩＮ）

ダイアログ要求（ＡＡＲＱ）

ＴＣ－継続

（ＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ）

ダイアログ応答（ＡＡＲＥ｛受諾｝）（注１）

ＴＣ－終了

（ＴＣ－ＥＮＤ）

ダイアログ応答（ＡＡＲＥ｛受諾｝）（注２）

ＴＣ－Ｕ－アボート

（ＴＣ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ）

ダイアログアボート（ＡＢＲＴ）

ダイアログ応答（ＡＡＲＥ｛拒否｝）（注３）

　注１：これは最初の逆方向「ＴＣ－継続」プリミティブにのみ適用できる（すなわち、ダイアログが送

信起動／受信起動を（ＩＳ／ＩＲ）状態の場合）。
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　注２：これは「ＴＣ－開始」指示プリミティブに対する応答として発せられた「ＴＣ－終了」要求プリ

ミティブにのみ適用できる（すなわち、ダイアログがＩＳ／ＩＲ状態の場合）。

　注３：これはダイアログが確立される前（すなわち、最初の逆方向の継続メッセージの前）であり、か

つ「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブ内の「アボート理由」パラメータが「未サポートア

プリケーションコンテキスト名」もしくは「ダイアログ拒否」に設定されているときに限り適用

される。

　ダイアログ制御ＡＰＤＵはＴＣメッセージのダイアログ部内で運ばれる。ダイアログ部があるならばコ

ンポーネント部とつなげられ、対応するＴＲサービスプリミティブのユーザデータとしてトランザクショ

ンサブレイヤに渡される。

　メッセージ内のコンポーネントは、発コンポーネントサブレイヤがローカルＴＣユーザから受信するの

と同じ順序で、リモートＴＣユーザに送られる。コンポーネントサブレイヤは、対応する指示プリミティ

ブを用いて、受信側のＴＣユーザにダイアログ状態を通知する。

　ＴＣユーザは、前に渡された全コンポーネントを同一のダイアログＩＤを用いて伝達させるために、ダ

イアログ制御要求プリミティブ（「ＴＣ－片方向｣､「ＴＣ－開始｣､「ＴＣ－継続」、または「ＴＣ－終

了」）を用いる。ただし「ＴＣ－アボート」プリミティブは別であり、これは保留中のコンポーネントを

廃棄させる。コンポーネントサブレイヤダイアログ制御プリミティブは、次に、トランザクション制御

サービスを提供するサブレイヤであるトランザクションサブレイヤに対して、対応するサービス要求を起

こす。ＴＣからＴＲトランザクション制御プリミティブへのマッピングは表３－４／ＪＴ－Ｑ７７４で与

えられる。

表３－４／ＪＴ－Ｑ７７４　ＴＣダイアログ処理サービスプリミティブから

(ITU-T Q.774) ＴＲプリミティブへのマッピング

ＴＣプリミティブ ＴＲプリミティブ

ＴＣ－片方向

（ＴＣ－ＵＮＩ）

ＴＲ－片方向

（ＴＲ－ＵＮＩ）

ＴＣ－開始

（ＴＣ－ＢＥＧＩＮ）

ＴＲ－開始

（ＴＲ－ＢＥＧＩＮ）

ＴＣ－継続

（ＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ）

ＴＲ－継続

（ＴＲ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ）

ＴＣ－終了

（ＴＣ－ＥＮＤ）

ＴＲ－終了

（ＴＲ－ＥＮＤ）

ＴＣ－Ｕ－アボート

（ＴＣ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ）

ＴＲ－Ｕ－アボート

（ＴＲ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ）

ＴＣ－Ｐ－アボート

（ＴＣ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ）

ＴＲ－Ｐ－アボート

（ＴＲ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ）
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　(1)　ダイアログの開始

　「ＴＣ－開始」要求プリミティブは、「ＴＲ－開始」要求プリミティブにマッピングされる。これ

は、トランザクションを開始し、インタフェースを通過する同一ダイアログＩＤを持つ（０、もしく

はそれ以上の）コンポーネントを転送する。アプリケーションコンテキスト名パラメータが「ＴＣ－

開始」要求プリミティブに含まれている場合、ダイアログ要求（ＡＡＲＱ）ＡＰＤＵもまたコンポー

ネント部とつなげて送られる。

　「ＴＣ－開始」要求プリミティブ内の着アドレスと発アドレスは、トランザクションサブレイヤに

より、開始メッセージを送る前に蓄積される。

　着側エンドでは、「ＴＲ－開始」指示プリミティブは、コンポーネントサブレイヤで受信される。

これは、「ＴＣ－開始」指示プリミティブを、ダイアログを開始するダイアログ情報とともにＴＣ

ユーザに送る。受信したコンポーネントがあれば、各々に対応したコンポーネント処理プリミティブ

を、「ＴＣ－開始」指示プリミティブに続いて送る。

　受信トランザクションサブレイヤは、受信した発アドレスをこのトランザクションの着アドレスと

して、また自身のアドレス（メモリから、もしくは受信した「Ｎ－ユニットデータ」指示プリミティ

ブの着アドレスから）を発アドレスとして蓄積する。ＴＣユーザは受信した着アドレスと発アドレス

を含む「ＴＣ－開始」指示プリミティブを受信する。

　(2)　ダイアログの確認

　ＴＣユーザが「ＴＣ－開始」指示プリミティブ内でアプリケーションコンテキスト名パラメータを

受信し、このアプリケーションコンテキストが受け入れられる場合、ＴＣユーザは同じ値を最初の逆

方向「ＴＣ－継続」要求プリミティブに含めるべきである。これにより、ダイアログ応答（ＡＡＲ

Ｅ）ＡＰＤＵは継続メッセージ内のいかなるコンポーネントとともつなげられて送られる。

　もし提供されたアプリケーションコンテキスト名が受け入れられない場合、最初の逆方向「ＴＣ－

継続」要求プリミティブに異なるアプリケーションコンテキスト名を提案して、ＴＣユーザはダイア

ログの継続を要求することができる。これにより、ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵは継続メッ

セージ内のいかなるコンポーネントとともつなげられる。

　これら両方の場合において、ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵの「結果値」フィールドは「受

諾」に設定され、また「結果元診断」フィールドは「ダイアログサービスユーザ（空）」もしくは

「ダイアログサービスユーザ（理由指定なし）」に設定される。値の選択はインプリメントに依存す

る。

　応答するＴＣユーザは、「ＴＣ－継続」要求プリミティブを発する。これはオプションとして、自

身のアドレス（Ｂ側の発アドレス）の変更を決定したときに限り用いられる発アドレスパラメータを

含む。

　トランザクションサブレイヤは、新しい発アドレスを蓄積し、開始ＴＣユーザに継続メッセージを

送る。

　トランザクションを開始したエンドにおけるトランザクションサブレイヤは、継続メッセージを受

信し、これが最初の逆方向メッセージなので、受信した「Ｎ－ユニットデータ」指示プリミティブの

発アドレスをトランザクションの着アドレスとして蓄積する。このトランザクションに対して蓄積さ

れた発アドレスは不変のままである。これらのアドレスは、このトランザクションに対し引き続く全

メッセージに対して用いられ、トランザクションの全期間において不変のままである。
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　(3)　ダイアログの継続

　「ＴＣ－継続」要求プリミティブは、同一のダイアログＩＤで引き渡された複数のコンポーネント

を転送する「ＴＲ－継続」要求プリミティブにマッピングされる。コンポーネントサブレイヤにより

拒否コンポーネントが生成されていた場合には（節 3.2.2.2 参照）、このコンポーネントも転送される。

　受信側エンドでは、コンポーネントサブレイヤにより受信された「ＴＲ－継続」指示プリミティブ

は、「ＴＣ－継続」指示プリミティブにマッピングされＴＣユーザに送られる。これに続いて、受信

したコンポーネントの各々に対応したコンポーネント処理プリミティブをＴＣユーザに送る。

　トランザクションのこの段階の間は、ダイアログ制御ＡＰＤＵは交換されない。ダイアログの確立

の過程でダイアログ制御ＡＰＤＵが交換された場合、ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵの中で送

られたアプリケーションコンテキスト名が、ダイアログの全期間においてＴＣユーザ間の適切なアプ

リケーションコンテキストと仮定される。ＴＣは、ダイアログの本段階の間においてダイアログ処理

ＡＰＤＵの存在を異常イベントとして扱うことを除いては、これを検証しない。本段階の間、ユーザ

定義の抽象構文を用いたダイアログ部がオプションとして存在してもよい。

　(4)　ダイアログの終了

　ＴＣユーザが、アプリケーションコンテキスト名を含む「ＴＣ－開始」指示プリミティブに対する

即時の応答として、ダイアログの基本終了のために「ＴＣ－終了」要求プリミティブを発した場合、

「結果値」フィールドを「受諾」に設定し、また「結果元診断」フィールドを「ダイアログサービス

ユーザ（空）」もしくは「ダイアログサービスユーザ（理由指定なし）」に設定した、ダイアログ応

答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵを形成する。「結果元診断」フィールドに対する値の選択は、インプリメン

トに依存する。どのコンポーネントとともつなげられたダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵは、伝

達のため「ＴＲ－終了」要求プリミティブ内で送られる。

　「ＴＣ－終了」指示プリミティブにより、ダイアログ状態遷移は空となる。

　ダイアログの基本終了の場合、このダイアログにおいてインタフェースを通過した全コンポーネン

トおよびコンポーネントサブレイヤで生成されていた拒否コンポーネントは、「ＴＲ－終了」要求プ

リミティブに含めてトランザクションサブレイヤに渡され転送される。これによりダイアログは終了

する。

　受信側エンドでは、「ＴＲ－終了」指示プリミティブに含まれた各コンポーネントが「ＴＣ－終

了」指示プリミティブに続く適切なコンポーネント処理プリミティブによりＴＣユーザに引き渡され

るとダイアログは終了する。

　コンポーネントサブレイヤは、ＴＣユーザがダイアログの終了を要求した場合には、このダイアロ

グに関連した全コンポーネント状態遷移が空に遷移したかどうかはチェックしない。同様に、コン

ポーネントサブレイヤは、「ＴＲ－終了」指示プリミティブに伴われたコンポーネントを引き渡すと

このダイアログに関連した全状態遷移が空に遷移したかどうかはチェックしない。終了状態において、

「ＴＲ－終了」要求プリミティブが送信側のトランザクションサブレイヤに渡される時、または、全

受信コンポーネントが受信側でＴＣユーザに引き渡された時、空以外のコンポーネント状態は空に遷

移する。転送を保留中の全コンポーネントは廃棄される。

　ＴＣユーザが、受諾できないアプリケーションコンテキスト名パラメータを含む「ＴＣ－開始」指

示プリミティブを受信し、ダイアログを終了したい場合、「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブ

を発する。「ＴＣ－Ｕアボート」要求プリミティブにおいて、「アボート理由」パラメータが「未サ

ポートアプリケーションコンテキスト名」に設定されていると、ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤ

Ｕが形成される。ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵのフィールド値は、「結果値」フィールドが

「拒否（永続的）」、「結果元診断」が「ダイアログサービスユーザ（未サポートアプリケーション

コンテキスト名）」に設定される。このＡＰＤＵは「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブのユー

ザデータフィールド内にあるどのコンポーネントも一緒につなげて送られる。
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　「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブ内の「アボート理由」パラメータが無いかあるかは「未

サポートアプリケーションコンテキスト名」もしくは「ダイアログ拒否」以外の値の時は、ダイアロ

グの異常終了を表し、節 3.2.2 に記述される。

　「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブ内の「アボート理由」パラメータがなしか「未サポート

アプリケーションコンテキスト名」もしくは「ダイアログ拒否」より他の値であるときは、ダイアロ

グの異常終了を表し、節 3.2.2 項に記述される。

　ＴＣユーザがいくつかのユーザ情報を含んだ「ＴＣ－開始」指示プリミティブを受け、それが受信

不可と判断された時は、ＴＣユーザは「ダイアログ拒否」と設定した「アボート理由」パラメータを

付加した「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブを送出する。これはダイアログ応答（ＡＡＲＥ）

ＡＰＤＵを形成する。ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵ のフィールド値は、「アプリケーション

コンテキスト名」フィールドが「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブの「アプリケーションコン

テキスト名」パラメータで受けたものと同じものを設定し、「結果値」フィールドが「拒否（永続

的）」、「結果元診断」が「ダイアログサービスユーザ（空）」もしくは「ダイアログサービスユー

ザ（理由指定なし）」に設定する。

　ダイアログのプリアレンジド終了およびＴＣユーザアボートは、保留中コンポーネントの転送を起

動しない。このダイアログに関連した全状態遷移は空に遷移され、コンポーネントは廃棄される。

3.2.2　異常手順

3.2.2.1　ダイアログ制御

　不正又は誤って受信されたコンポーネントの理由でコンポーネントサブレイヤで検出された異常状態は、

コンポーネントの拒否およびローカルＴＣユーザへの通知をもたらす。ダイアログのアボートは、常に以

下による決定の結果である。

　－不正なダイアログ部を受信した場合、すなわち構文上の不正、または下位にあるトランザクションの

状態と不一致である場合のコンポーネントサブレイヤ。後者の場合は、ダイアログ部の存在が必須

（例えば、ダイアログ要求（ＡＡＲＱ）ＡＰＤＵが開始メッセージで送られたが、最初の逆方向継続

メッセージ内でダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵは受信されなかった場合）の時にダイアログ部

がない場合や、不適切な時期にダイアログ部を受信した場合（例えばトランザクションの動作中状態

の間でダイアログＡＰＤＵが受信された場合）に対応する。異常を検出した側では、「Ｐ－アボー

ト」パラメータを「異常ダイアログ」に設定した「ＴＣ－Ｐ－アボート」指示プリミティブがローカ

ルＴＣユーザに対して発せられる。同時にユーザデータとしてダイアログアボート（ＡＢＲＴ）ＡＰ

ＤＵを持つ「ＴＲ－Ｕ－アボート」要求プリミティブがトランザクションサブレイヤに対して発せら

れる。ダイアログアボート（ＡＢＲＴ）ＡＰＤＵのアボート元フィールドは「ダイアログサービスプ

ロバイダ」に設定され、ユーザ情報フィールドはない。受信側では、「ＴＲ－Ｕ－アボート」指示プ

リミティブ内のユーザデータとして、アボート元フィールドを「ダイアログサービスプロバイダ」に

設定したダイアログアボート（ＡＢＲＴ）ＡＰＤＵを受けた時に、コンポーネントサブレイヤによっ

て「ＴＣ－Ｐ－アボート」指示プリミティブが発せられる。

不正なダイアログ部をともなうメッセージ内で、コンポーネントを受信した場合､これらは廃棄される。

　－トランザクションサブレイヤが、トランザクションをアボートする。コンポーネントサブレイヤは、

ダイアログのオペレーション状態遷移を空にし、保留中のコンポーネントを廃棄する。そして、ＴＣ

ユーザに「ＴＣ－Ｐ－アボート」指示プリミティブを通知する。
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　－ＴＣユーザがダイアログをアボートする。送信側では、「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求がＴＣユーザか

ら受信される。この場合、このダイアログに関係する動作中コンポーネントの状態遷移を空にし、

「ＴＲ－Ｕ－アボート」要求がトランザクションサブレイヤに引き渡される。受信側では、これに対

応する「ＴＲ－Ｕ－アボート」指示プリミティブがトランザクションサブレイヤより受信される。こ

のダイアログに関係する動作中コンポーネント状態遷移を空にし、「ＴＣ－Ｕ－アボート」指示プリ

ミティブがＴＣユーザに引き渡される。

　「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブがダイアログの動作中状態の間に発せられ、「アボート理

由」パラメータがないか「ユーザ定義」に設定されている場合、ダイアログアボート（ＡＢＲＴ）ＡＰＤ

Ｕが形成される。ただし、ダイアログ要求（ＡＡＲＱ）／ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵがダイア

ログ確立中状態の間に用いられた場合に限る。プリミティブ内で提供されるユーザデータはそのとき、ダ

イアログアボート（ＡＢＲＴ）ＡＰＤＵのユーザ情報フィールド内で転送される。

　ダイアログ要求（ＡＡＲＱ）ＡＰＤＵを含んでいる開始メッセージを受信した状態、すなわちダイアロ

グが受信起動状態の場合、ＴＣユーザは何らかのユーザ定義理由によってアボートすることができる。そ

のような状態では、ＴＣ－ユーザは「アボート理由」パラメータを設定なしか「未サポートアプリケー

ションコンテキスト名」もしくは「ダイアログ拒否」以外の何らかの値を設定して、「ＴＣ－Ｕ－アボー

ト」要求プリミティブを送出する。そのような場合では、ダイアログアボート（ＡＢＲＴ）ＡＰＤＵは

「ダイアログサービスユーザ」としてコード化され、（もしあるなら）「ＴＲ－Ｕ－アボート」要求プリ

ミティブの「ユーザデータ」パラメータとして与えられた「アボート理由」といっしょに生成される。

「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブ中に現れた「ユーザ情報」はＡＢＲＴ ＡＰＤＵのユーザ情報

フィールド中にコード化される。

　ダイアログ要求（ＡＡＲＱ）ＡＰＤＵ の応答を保留した「送信起動」状態中で「ＴＲ－Ｕ－アボート」

指示を受信した場合、「ＴＲ－Ｕ－アボート」プリミティブの「ユーザデータ」フィールドは「ダイアロ

グサービスユーザ」としてコード化された「アボート理由」といっしょにダイアログアボート（ＡＢＲ

Ｔ）ＡＰＤＵを含む。コンポーネントサブレイヤは全てのダイアログとコンポーネントが処理中のリソー

スを解放し、「アボート理由」を「ユーザ特有」、（もしあるなら） ＡＢＲＴ ＡＰＤＵのユーザ情報

フィールドから取り出した「ユーザ情報」を設定して「ＴＣ－Ｕ－アボート」指示プリミティブを送出す

る。上記の記述のようにコード化されたＡＢＲＴ ＡＰＤＵが存在しない場合は、コンポーネントサブレイ

ヤは「Ｐ－アボート理由」を「異常ダイアログ」と設定し、ＴＣ－ユーザに対して「ＴＣ－Ｐ－アボー

ト」指示を送出し、全てのダイアログとコンポーネントが処理中のリソースを解放する。

　ダイアログが「送信起動」状態、すなわち開始メッセージが送られたがこのトランザクションに対する

逆方向メッセージを受信していない場合、「ＴＲ－Ｕ－アボート」要求プリミティブの結果は純粋にロー

カルである。本ダイアログに関連する引き続くいかなるメッセージも、表３－５／ＪＴ－Ｑ７７４で示さ

れる動作に従って処理される。

　上記のケースでは、プリミティブに伴われる情報（Ｐ－アボート理由またはユーザの提供情報）は、コ

ンポーネントサブレイヤをトランスペアレントに通り、ＴＣユーザに渡される。

3.2.2.2　オペレーションに関連した異常手順

　次の異常手順が考慮されている。

　－クラス１オペレーション起動に対応する応答なし（節 3.2.1.1.3 参照）

　－異常コンポーネントの受信：コンポーネント種別および／または起動ＩＤが認識不可の場合（すなわ

ち、状態遷移が識別不可）

　－正常な状態遷移では違反となる正常コンポーネントの受信
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　コンポーネント部エラーを報告するためのコンポーネントサブレイヤでの動作を表３－５／ＪＴ－Ｑ７

７４に示す。この表は以下の方針に基づいて規定されている。

　－プロトコルエラーがローカルＴＣユーザにより検出された場合には、このＴＣユーザはすでにプロト

コルエラーを知っているため、続けて、「ＴＣ－拒否」（表３－５／ＪＴ－Ｑ７７４に記述）では通

知されない。

　－他の場合（コンポーネントサブレイヤによる拒否）には、ローカルＴＣユーザは常に通知され、ダイ

アログ制御プリミティブを送出できる（下記の拒否メカニズム参照）。

　－コンポーネントが拒否されると、関連する状態遷移は空に遷移する。

　－拒否メカニズムは、可能な限り常に適用する。たとえ、起動ＩＤが割り当てられず、または、認識で

きない場合（すなわち、状態遷移が識別できない）でも、拒否メカニズムは実行されるべきである。

拒否がローカルだけですむのは、拒否されるコンポーネントが拒否コンポーネントの場合だけである。

　ＴＣメッセージのコンポーネント部のプロトコルエラーは、拒否コンポーネントを用いて通知される。

拒否コンポーネントは、拒否以外の不正コンポーネントに対して送信される。不正コンポーネントが拒否

コンポーネント自身の場合、コンポーネントは破棄され、受信した拒否コンポーネント内のシンタックス

エラーは、ローカルＴＣユーザに通知される。

　起動ＩＤが拒否されるコンポーネントで使用可能な時、このＩＤは拒否コンポーネントに用いられる。

　コンポーネント種別の略語は表３－１／ＪＴ－Ｑ７７４に示されている。

　メッセージに複数のコンポーネントがある場合で、異常形式のコンポーネントがコンポーネントサブレ

イヤで検出された場合には、メッセージ内の異常コンポーネントに続くコンポーネントは廃棄される。

　分割された結果に対する一部の拒否は、全体の結果の拒否と同じである。対応する状態遷移は空に遷移

する。同じ分割された結果の引き続く部分も、動作中状態にないことにより拒否される。

　拒否メカニズム：コンポーネントサブレイヤが、拒否（ローカルでない）を起動すべき状態を検出した

場合（表３－５／ＪＴ－Ｑ７７４）には、拒否コンポーネントを生成し、蓄積し、「ＴＣ－Ｌ－拒否」指

示プリミティブによりローカルＴＣユーザに通知する。この場合、ＴＣユーザは、以下を決定しうる。

(a)　ダイアログを継続する。

(b)　基本シナリオを用いてダイアログを終了する。

(c)　ダイアログをアボートする。

(a)または(b)の場合には、ＴＣユーザにより発せられた最初のダイアログ処理プリミティブ（「ＴＣ－継

続」要求または「ＴＣ－終了」要求）は、このダイアログに関してコンポーネントサブレイヤにより生成、

蓄積された拒否コンポーネントの送出を起動する。相手側のコンポーネントサブレイヤは、このダイアロ

グについて生成された拒否コンポーネントを受信すると、可能であれば（表３－５／ＪＴ－Ｑ７７４参

照）対応するコンポーネント状態遷移を空にし、「ＴＣ－Ｒ－拒否」指示プリミティブによりＴＣユーザ

に（リモート）拒否を通知する。

ＴＣユーザからの幾つかのコンポーネントとコンポーネントサブレイヤの生成した拒否が結合した結果、

メッセージ長制限を越える場合、拒否コンポーネントを認識するＴＣユーザは、２つのダイアログ処理プ

リミティブを起動しなければならない。また、長さの問題を認識するコンポーネントサブレイヤは、最初

のプリミティブで拒否を除いた全てのコンポーネントを送信する。拒否はＴＣユーザから提供されたその

後のコンポーネントとともに次のダイアログ処理プリミティブで送信される。
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表３－５／ＪＴ－Ｑ７７４　コンポーネント部におけるプロトコルエラー時の動作

(ITU-T Q.774)

ローカル リモート

受信コンポー

ネント種別

エラー種別

ローカル

動作

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

状態遷移

ﾛｰｶﾙﾕｰｻﾞ

通知

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

遷移状態

ﾘﾓｰﾄﾕｰｻﾞ

通知

起　　動

シンタ ック スエ

ラーまたは不正関

連 ID（正常起動

ID）

拒否開始 非適用 通知あり

（注２）

空に遷移 通知あり

シンタ ック スエ

ラー

（不正起動 ID）

拒否開始 非適用 通知あり

（注２）

動作なし 通知あり

結果応答

（途中/最終）

シンタ ック スエ

ラー

（正常起動 ID）

拒否開始 空に遷移 通知あり

（注２）

非適用 通知あり

またはエラー

応答

シンタ ック スエ

ラー

(不正起動 ID)

拒否開始 動作なし 通知あり

（注２）

非適用 通知あり

結果応答

（途中/最終）

オペレーション

クラス２／４

拒否開始 空に遷移 通知あり

（注２）

非適用 通知あり

エラー応答

オペレーション

クラス２／４

拒否開始 空に遷移 通知あり

（注２）

非適用 通知あり

拒　　否

シンタックス

エラー

ローカル

拒否開始

動作なし 通知あり 非適用 通知なし

不　　定

シンタックス

エラー

拒否開始

動作なし

／非適用

（注３）

通知あり

（注２）

非適用／

動作なし

（注３）

通知あり

注１：相手側の動作は、ローカルユーザのダイアログプリミティブの発行による。このダイアログプリ

ミティブはローカルＣＳＬで組み立てられる拒否コンポーネントで送られる。あるユーザは、あ

る場合もしくはすべての場合に、ダイアログプリミティブを発行しないことを選択する。この場

合相手側では動作は行われない。

注２：これはＴＣユーザに通知することである。コンポーネントサブレイヤで構成された拒否コンポー

ネントを送出するため、ダイアログ制御プリミティブを送出できる。

注３：ＩＳＭの有無を決定できない。そのため、動作をとることができない。
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3.2.3　整合性問題

　ＴＣメッセージのダイアログ部は、本標準で定義されるようにオプションなので、本標準に適合するＴ

Ｃはダイアログ部のないＴＣ開始メッセージ、すなわちＩＴＵ－Ｔ勧告１９８８版に適合するＴＣ（１９

８８版ＴＣ）を理解し、この勧告に適合したメッセージで応答できる。

　１９８８版ＴＣがダイアログ部のある開始メッセージを受けた場合は、無効なメッセージとして扱い、

「不正トランザクション部」を示すＰ－アボート理由情報要素があるアボートメッセージを送って応答す

る。このアボートを解釈するのは、開始側のＴＣユーザ次第である。一つの解釈は、このアボートは１９

８８版ＴＣとの通信のためであるとなりうる。従って、ＴＣユーザはダイアログ部に関するパラメータを

除いた新規の「ＴＣ－開始」要求プリミティブを発しうる。しかし、このような解釈と動作は本標準の対

象外である。

　または、本標準で定義されるＴＣが、１９８８版ＴＣとの間で通信を行う場合においては、あらかじめ

相手が１９８８版ＴＣである事を認識しており、１９８８版ＴＣが認識できるメッセージの送受信機能を

持つという方法も考えられる。しかし、本方法に関する動作は本標準の対象外である。

　ダイアログ要求（ＡＡＲＱ）ＡＰＤＵとダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵ内のバージョンフィール

ドは、メッセージを送るノードにおいてＴＣのサポートするダイアログ部のバージョンを示すのに使われ

る。本標準において記述されるバージョンは「バージョン１」である。本標準（オプショナルなダイアロ

グ処理部を含む）に準拠したノードでコンポーネントサブレイヤがサポートバージョンリスト内にバー

ジョン１が存在しないことを示すバージョンフィールドを持ったダイアログ要求（ＡＡＲＱ）ＡＰＤＵを

受信した場合、コンポーネントサブレイヤはそれらのフィールドを次のように設定したダイアログ応答

（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵを作る。

・プロトコルバージョン＝バージョン１

・アプリケーションコンテキスト名＝ダイアログ要求（ＡＡＲＱ）ＡＰＤＵで受信したもの

・結果値＝拒否（永続的）

・結果元診断＝ダイアログサービスプロバイダ（共通ダイアログバージョンなし）

・ユーザ情報＝なし

　コンポーネントサブレイヤはユーザアボート情報としてダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵ付きの

「ＴＲ－Ｕ－アボート」要求プリミティブを発行する。ローカルＴＣユーザへの通知は不要で、受信した

コンポーネントは廃棄される。

　「ＴＲ－Ｕ－アボート」指示プリミティブ内にユーザアボート情報としてフォーマット化されたダイア

ログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵを受信したノードにおけるコンポーネントサブレイヤは「Ｐ－アボート」

パラメータが「共通ダイアログ部なし」に設定された「ＴＣ－Ｐ－アボート」指示プリミティブ経由でＴ

Ｃユーザに通知する。

　上述したフォワードコンパチビリティメカニズムは、ダイアログ部の発展の結果としての将来バージョ

ンとのインタワーキングを確保することを含んでいる。ダイアログ部の現バージョン（本標準で定義され

ている）のみ実現している場面ではバージョン１以外の値のバージョンフィールドを持つダイアログ応答

（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵ受信はシンタックスエラーとみなすべきであり、節 3.2.2.1 に記述した手順が取られ

る。

3.3　トランザクションサブレイヤ手順

3.3.1　概要

　構造ダイアログの場合、トランザクションサブレイヤはユーザ（ＴＲユーザ）間にエンドエンドコネク

ションを提供する。このエンドエンドコネクションをトランザクションと呼ぶ。

＊

＊

＊

＊
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　トランザクションサブレイヤの手順では、全てのコンポーネント、および（存在するなら）ダイアログ

部を含む各ＴＣメッセージを特定のトランザクションに対応づける。

　トランザクションサブレイヤは、ＴＣメッセージのトランザクション部（メッセージ種別とトランザク

ションＩＤ）を処理する。トランザクションＩＤは、トランザクションを識別する。両端では、ローカル

トランザクションＩＤを割り当て、これらローカルトランザクションＩＤは標準ＪＴ－Ｑ７７３に示され

ているメッセージのトランザクション部によって交換される。

　ＴＣメッセージのコンポーネント部はトランザクションサブレイヤプリミティブのユーザデータとして、

コンポーネントサブレイヤとトランザクションサブレイヤ間で転送される。

　非構造ダイアログの場合、トランザクションＩＤは割り当てられない。「片方向」メッセージのコン

ポーネント部は、「ＴＲ－片方向」要求プリミティブのユーザデータとして受信される。「片方向」メッ

セージのトランザクション部はフォーマットされ、メッセージは送信される。

3.3.2　ＴＲサービスプリミティブからメッセージ種別へのマッピング

　標準ＪＴ－Ｑ７７１は、ＴＲユーザとトランザクションサブレイヤ間、及びトランザクションサブレイ

ヤとＳＣＣＰ間でのサービスインタフェースを規定することによって、トランザクションサブレイヤで実

行されるサービスを記述している。同様に、標準ＪＴ－Ｑ７７１にサービスプリミティブに基づく状態遷

移図が示されている。この節では、メッセージに基づくプロトコルの記述を示す。ＴＲプリミティブから

トランザクションサブレイヤプロトコルデータユニットへのマッピングを表３－６／ＪＴ－Ｑ７７４に示

す。

表３－６／ＪＴ－Ｑ７７４　ＴＲサービスプリミティブからメッセージ

(ITU-T Q.774) へのマッピング

サービスプリミティブ メッセージ種別

ＴＲ－片方向

（ＴＲ－ＵＮＩ）

片方向

ＴＲ－Ｐ－アボート

（ＴＲ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ）

アボート（注１）

ＴＲ－開始

（ＴＲ－ＢＥＧＩＮ）

開始

ＴＲ－継続

（ＴＲ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ）

継続

ＴＲ－Ｕ－アボート

（ＴＲ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ）

アボート（注２）

ＴＲ－終了

（ＴＲ－ＥＮＤ）

終了

注１：Ｐ－アボート理由情報要素を持つ

注２：アボート情報を持たない、あるいはユーザアボート情報要素を持つ
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3.3.3　正常手順

3.3.3.1　トランザクション確立なしでのメッセージ転送

3.3.3.1.1　送信側の動作

　ＴＲユーザが他のＴＲユーザにメッセージを送信するが、トランザクションを開始する必要の無い場合、

「ＴＲ－片方向」要求プリミティブが用いられる。この場合、トランザクションＩＤを持たない片方向

メッセージを用いる。

3.3.3.1.2　受信側の動作

　片方向メッセージの受信によって、「ＴＲ－片方向」指示プリミティブをＴＲユーザに渡す。トランザ

クションサブレイヤは、それ以外の動作は行わない。

3.3.3.2　トランザクションによるメッセージ転送

3.3.3.2.1　トランザクション開始

　以下において、最初のＴＣメッセージの送信ノードをノード「Ａ」と呼び、受信ノードをノード「Ｂ」

と呼ぶ。

3.3.3.2.1.1　起動側の動作

　ノード「Ａ」のＴＲユーザは、「ＴＲ－開始」要求プリミティブを用いることによってトランザクショ

ンを開始する。それは、開始メッセージをノード「Ａ」からノード「Ｂ」へ送信する。

　開始メッセージは、発トランザクションＩＤを含む。このトランザクションＩＤ値は、発トランザク

ションＩＤとしてノード「Ａ」からの以降のメッセージに含まれるか、あるいは着トランザクションＩＤ

としてノード「Ａ」が受信するメッセージに含まれる時、ノード「Ａ」においてトランザクションを認識

するのに用いられる。

　ノード「Ａ」のトランザクションサブレイヤは、開始メッセージを送信すると、このトランザクション

に対するノード「Ｂ」からの継続メッセージを受信するまで、ノード「Ｂ」のトランザクションサブレイ

ヤへ同一のトランザクションに関する他のメッセージを送信できない。

3.3.3.2.1.2　受信側の動作

　開始メッセージの受信により、「ＴＲ－開始」指示プリミティブがノード「Ｂ」のＴＲユーザに渡され

る。「ＴＲ－開始」指示プリミティブの応答として、ノード「Ｂ」のＴＲユーザはトランザクションを確

立するか否かを決定する。もし、ＴＲユーザがトランザクションを確立したいなら、「ＴＲ－継続」要求

プリミティブをトランザクションサブレイヤへ渡す。そうでないなら、ＴＲユーザはトランザクションを

終了する（節 3.3.3.2.3 参照）。これらの条件はＴＲユーザによって規定される。

　開始メッセージは、発トランザクションＩＤのみを含んでいる。トランザクションサブレイヤがある発

トランザクションＩＤを伴う開始メッセージを受信した後で、同じ発トランザクションＩＤを伴う別の開

始メッセージを受信したなら、そのトランザクションサブレイヤは異常状態とはみなさず、別のトランザ

クションがノード「Ｂ」で開始されたとみなす。

3.3.3.2.2　トランザクション継続

　送信ノードにおいて、ＴＲユーザからトランザクションサブレイヤへ「ＴＲ－継続」要求プリミティブ

が渡されたとき、そのノードから他のノードへ継続メッセージが送信される。
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　継続メッセージは、相手側ノードからの最初のメッセージ内で受信された発トランザクションＩＤと同

じ着トランザクションＩＤ（すなわち同じオクテット長で同じ値）を含む。各ノードは、トランザクショ

ン起動時に、そのノード自身の発トランザクションＩＤを割り当てる。トランザクションＩＤは、トラン

ザクションが継続する間、一定のままである。

　継続メッセージは、発トランザクションＩＤと着トランザクションＩＤの両方を含む。連続する継続

メッセージの発トランザクションＩＤを調べることはない。

　継続メッセージの受信によって、着ＴＲユーザに「ＴＲ－継続」指示プリミティブが渡される。

　ノード「Ｂ」のユーザがトランザクションを確立するために「ＴＲ－継続」要求プリミティブで応答す

ると、両側のＴＲユーザとトランザクションサブレイヤ間での以降の全ての相互動作は、トランザクショ

ンが終了するまで、「ＴＲ－継続」プリミティブによる。メッセージの観点からは、継続メッセージが

ノード「Ｂ」から送信されると、後続する全てのメッセージはトランザクションが終了するまで継続メッ

セージとなる。

3.3.3.2.3　トランザクション終了

　基本法：いずれの側のＴＲユーザも、（基本終了を示す）「ＴＲ－終了」要求プリミティブをトランザ

クションサブレイヤに渡すことによってトランザクションを終了できる。

　終了メッセージは相手側に送信され、相手側は、次に「ＴＲ－終了」指示プリミティブをＴＲユーザに

渡す。終了メッセージは、相手側ノードからの最初のメッセージで受信された発トランザクションＩＤと

同一の着トランザクションＩＤ（すなわち同じオクテット長で同じ値）を含んでいる。

　プリアレンジド法：この方法は、相手側が、アプリケーションシナリオ中のある箇所でトランザクショ

ンが解放されることを、あらかじめ知っていることを前提とする。この場合、ＴＲユーザは、（プリアレ

ンジド終了を示す）「ＴＲ－終了」要求プリミティブをトランザクションサブレイヤへ渡すが、終了メッ

セージは送信されない。

3.3.3.2.4　ＴＲユーザによるアボート

　ＴＲユーザがトランザクションをアボートしたいとき、トランザクションサブレイヤへ「ＴＲ－Ｕ－ア

ボート」要求プリミティブを渡す。トランザクションサブレイヤは、ユーザが与えた（理由と診断の）情

報を持つアボートメッセージを送信する。

　受信側で、ユーザが与えた情報を含むアボートメッセージを受信するトランザクションサブレイヤは、

この情報を解析することなく、「ＴＲ－Ｕ－アボート」指示プリミティブでＴＲユーザに渡す。
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3.3.3.2.5　メッセージ交換の例

　図３－７／ＪＴ－Ｑ７７４は、２つのＴＲユーザ間のＴＣメッセージ交換の例を示している。

図３－７／ＪＴ－Ｑ７７４　ＴＣメッセージ交換の簡単な例

(ITU-T Q.774)

開始 (OTID=x)

継続 (OTID=y,DTID=x)

継続 (OTID=x,DTID=y)

継続 (OTID=y,DTID=x)

終了 (DTID=y)

A B
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3.3.3.2.6　トランザクション状態遷移図

　１つの状態遷移が、トランザクションの両端において、１つのトランザクションに対応している。４つ

のトランザクションの状態が導入されている。

－空：状態遷移は存在しない。

－送信起動（ＩＳ）：開始メッセージが送信され、相手側からトランザクションを確立するか否かの指

示を待つ。

－受信起動（ＩＲ）：開始メッセージが受信され、ＴＲユーザからトランザクションを継続するか終了

するかの要求を待つ。

－動作中：トランザクションが確立される。継続メッセージを両方向同時に交換できる。

図３－８／ＪＴ－Ｑ７７４は、トランザクション状態遷移図を示す。

動作中

　注１：　 (1)　プリアレンジド終了　 (2)　節 3.3.4 参照

図３－８／ＪＴ－Ｑ７７４　トランザクション状態遷移図

(ITU-T Q.774)

3.3.4　トランザクション制御に関連する異常手順

以下の異常状況（４つのケース）がトランザクションサブレイヤによってカバーされる。

(1)　（起動あるいは確立された）トランザクションに対し、リアクションなし。

(2)　下位レイヤからの異常状況の指示の受信。 ＃

動作中

開始メッセージ

送信

開始メッセージ

受信

継続メッセージ

送信

継続メッセージ

受信

送信起動（ＩＳ） 受信起動（ＩＲ）

ローカル決定（注１）

又は　終了メッセージ送信／受信

又は　アボートメッセージ送信／受信

ローカル決定（注１）

又は　終了メッセージ受信

又は　アボートメッセージ受信

継続メッセージ

送信／受信

空

ローカル決定（注１）

又は　終了メッセージ受信

又は　アボートメッセージ受信
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(3)　割り当てられていない、または抽出できない着トランザクションＩＤを持つメッセージの受信。そ

のため、メッセージはトランザクションに対応できない。（「抽出できない」は、情報が見つけら

れない、あるいは認識できないことを意味する。「割り当てられていない」は、ＩＤは抽出できる

がそれがトランザクションに割り当てられていないことを意味する。）

(4)　認識できる着トランザクションＩＤを持つメッセージの受信。メッセージはトランザクションに対

応可能であるが、メッセージ種別はトランザクションの状態と一致しない。

　ケース１は、例えばメッセージ紛失により、あるノードが空状態で他のノードが空以外の状態にある状

況を考慮している。

　これは、以下に記述されるように、インプリメントに依存したローカルなトランザクションのアボート

に帰着するメカニズムによってカバーされる。

　トランザクション部のエラーが検出されたとき（上記３、４のケース）、トランザクションサブレイヤ

は以下の動作を取る。

　発トランザクションＩＤの状態をチェックするため、以下の動作が取られる。

(1)　発トランザクションＩＤが抽出できないなら、（メッセージを受信した）ローカル側は、メッセー

ジを廃棄し、他の動作は実行しない。例えば、アボートメッセージを送信したり、トランザクション

を終了したりはしない。

(2)　発トランザクションＩＤが抽出できるなら、以下の動作が取られる。

(a)　トランザクションサブレイヤは、適切なＰ－アボート理由情報要素を持つアボートメッセージを生

成し、発側へ送信しなければならない。発側は発トランザクションＩＤが割り当てられているなら、

トランザクションを終了するための適切な動作を実行する。

(b)　着トランザクションＩＤが抽出できない、または抽出できるが割り当てられていないなら、トラン

ザクションサブレイヤは、その側でトランザクションを終了するための動作を実行しない。

(c)　着トランザクションＩＤが抽出され、割り当てられているなら、

(ⅰ) トランザクションサブレイヤは、その側でトランザクションを終了する。

すなわち空に戻す。

(ⅱ) トランザクションサブレイヤは、コンポーネントサブレイヤにトランザクションサブレイヤア

ボートによってトランザクションのアボートを通知する。

(ⅲ) コンポーネントサブレイヤは、

－このトランザクションに対応する全ての起動ＩＤを解放しなければならない。

－このトランザクションについて保留しているコンポーネントを廃棄しなければならない。

－ＴＣユーザにトランザクションのアボートを通知しなければならない。

最後にトランザクションＩＤの処置とは無関係に、全体の不正なＴＣメッセージは廃棄されなければな

らない。

アボートメッセージを受信したとき、着トランザクションサブレイヤは、以下の動作を取る。

－アボートメッセージがユーザ情報を含む（あるいは情報を含まない）なら、ＴＲユーザに「ＴＲ－Ｕ

－アボート」指示プリミティブによって通知する。

－アボートメッセージがＰ－アボート理由情報要素を含むなら、ＴＲユーザに「ＴＲ－Ｐ－アボート」

指示プリミティブによって通知する。

－両方の場合とも、そのトランザクションに対して保留しているメッセージは廃棄し、トランザクショ

ン状態遷移は空に戻す。
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表３－７／ＪＴ－Ｑ７７４　異常トランザクション部受信時の動作

(ITU-T Q.774)

ローカル側（プロトコルエラー検出） リモート側

受信した

メッセー

ジ種別

発トラン

ザクショ

ン ID

（注４）

着トランザ

クション

ID

（注４）

動作

トランザ

クション

状態遷移

ローカル

ユーザへ

の通知

トランザ

クション

状態遷移

ユーザへ

の通知

片方向 － － 廃棄 －(注 3) 通知なし －(注 3) 通知なし

抽出不可 － 廃棄 空に遷移 通知なし 空に遷移 通知なし

開始 せず（注 2) せず（注

2)

抽出可能

（注）

－ ｱﾎﾞｰﾄﾒｯ

ｾｰｼﾞ送信

空に遷移

せず（注 2)

通知なし 空に遷移

（注１）

通知あり

（注１）

抽出不可 － 廃棄 空に遷移

せず（注 2)

通知なし 空に遷移

せず（注

2)

通知なし

継続 抽出可能

（注）

抽出不可

又は未割当

ｱﾎﾞｰﾄﾒｯ

ｾｰｼﾞ送信

空に遷移

せず（注 2)

通知なし 空に遷移

（注１）

通知あり

（注１）

抽出可能

（注）

割当済 ｱﾎﾞｰﾄﾒｯ

ｾｰｼﾞ送信

空に遷移 通知あり 空に遷移

（注１）

通知あり

（注１）

終了／

－ 抽出不可

又は未割当

廃棄 空に遷移

せず（注 2)

通知なし 空に遷移

せず（注

2)

通知なし

アボート － 割当済 廃棄 空に遷移 通知あり 空に遷移

せず（注

2)

通知なし

抽出不可 － 廃棄 空に遷移

せず（注 2)

通知なし 空に遷移

せず（注

2)

通知なし

不定 抽出可能

（注）

抽出不可

又は未割当

ｱﾎﾞｰﾄﾒｯ

ｾｰｼﾞ送信

空に遷移

せず（注 2)

通知なし 空に遷移

（注１）

通知あり

（注１）

抽出可能

（注）

割当済 ｱﾎﾞｰﾄﾒｯ

ｾｰｼﾞ送信

空に遷移 通知あり 空に遷移

（注１）

通知あり

（注１）

注　：ある特定の異常がトランザクションＩＤを抽出できなくするか否かは、インプリメント依存であ

る。

注１：トランザクションＩＤがその側で割り当てられていないなら、状態遷移は適用されず、かつユー

ザへは通知されない。

注２：異常状況が起こった後で両側において空に戻るという正常手順が適用されない。これは、トラン

ザクションＩＤを識別できず、それゆえ両側（ローカルと／またはリモート側）で、障害を受け

たメッセージと特定のトランザクションを関連づけることができないことによる。

注３：片方向メッセージは、明らかにトランザクションには関係しない。従ってトランザクション状態

遷移に影響しない。

注４：トランザクションＩＤの抽出は、インプリメント依存である。
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付属資料Ａ

（標準ＪＴ－Ｑ７７４に対する）

トランザクション機能ＳＤＬ

Ａ．１　概要

　この付属資料は、標準ＪＴ－Ｑ７７４に述べられたトランザクション機能手順をＩＴＵ－Ｔにおける仕

様および記述言語に則ったＳＤＬにより記述したものである。機能についての解説および信号方式の動作

について理解しやすいように、トランザクション機能（ＴＣ）をコンポーネントサブレイヤとトランザク

ションサブレイヤ（付図Ａ－１／ＪＴ－Ｑ７７４）に分割する。トランザクションサブレイヤは２つの機

能ブロック：トランザクションコーディネータ（ＴＣＯ）とトランザクション状態遷移ブロック（ＴＳ

Ｍ）に分割する。コンポーネントサブレイヤもコンポーネント処理ブロック（ＣＨＡ）とダイアログ処理

ブロック（ＤＨＡ）（付図Ａ－２／ＪＴ－Ｑ７７４）に分割する。

　本ＳＤＬは、ＴＣの実現手段とは関係なく、単に理解しやすくするためにこの機能分割に従って記述し

ている。機能ブロックと関連するサービスプリミティブについては、付図Ａ－２／ＪＴ－Ｑ７７４に示す。
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Ａ．２　図法

　各相互動作の方向を識別するため、以下に示すシンボルを使用する。

ＴＣユーザからの入力 （ＴＣＵ→ＣＳＬ）

コンポーネントサブレイヤからの入力 （ＣＳＬ→ＴＳＬ）

ＴＣユーザに対する出力 （ＴＣＵ←ＣＳＬ）

コンポーネントサブレイヤに対する出力 （ＣＳＬ←ＴＳＬ）

トランザクションサブレイヤからの入力 （ＣＳＬ←ＴＳＬ）

ＳＣＣＰを介した相手ＴＣからの入力 （ＴＳＬ←ＳＣＣＰ）

ＤＨＡからＣＨＡに対する入力 （ＣＨＡ←ＤＨＡ）

ＩＳＭからＣＣＯに対する入力 （ＣＣＯ←ＩＳＭ）

トランザクションサブレイヤに対する出力 （ＣＳＬ→ＴＳＬ）

ＳＣＣＰを介した相手ＴＣに対する出力 （ＴＳＬ→ＳＣＣＰ）

ＣＨＡからＣＨＡに対する出力 （ＣＨＡ→ＤＨＡ）

ＣＣＯからＩＳＭに対する出力 （ＣＣＯ→ＩＳＭ）

内部イベント通知のための

あるいは

出力シンボル

内部イベント起動のための

あるいは

入力シンボル

セーブシンボル

プロセス消滅を示すシンボル

プロセスが最初の状態にもどることを示すシンボル

プロセス生成要求シンボル
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付図Ａ－１／ＪＴ－Ｑ７７４　コンポーネントおよびトランザクションサブレイヤ

(ITU-T Q.774) （状態遷移）とサービスプリミティブ

ＴＣユーザ

コンポーネントサブレイヤ状態遷移

トランザクションサブレイヤ状態遷移

ネットワークサービス

（例　Ｎｏ．７　ＳＣＣＰ，Ｘ．２１３）

ＴＣサービスプリミティブ
ＴＣユーザインタフェース

ＴＣのサービスＴＣサービス

アクセスポイント

トランザクションサービス

プリミティブ

トランザクション

サブレイヤの

サービス

ネットワークサービス

インタフェース

「Ｎ－ユニットデータ」

プリミティブにおける

ＴＣサービスメッセージ

ネットワークサービス

プリミティブ

ネットワークサービス

アクセスポイント ネットワークのサービス

ＴＣ
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Ａ．３　プロセスの動的な生成

　ＴＣＯとＩＤプールはシステムがサービス開始した時にのみ生成されるプロセスである。ＴＳＭ、ＤＨ

ＡとＣＣＯのプロセスは動的に生成され、そのプロセスが関連しているダイアログ／トランザクションが

終了した時に処理が消滅する。ＩＳＭは関連しているリソース（タイマ、起動ＩＤ）が解放されると同時

に処理が消滅する。

注　ＪＴ－Ｑ７７４第１版では、これらのプロセスはダイアログもしくはオペレーションと関連している

全てのタスクを実行した後、常に空状態になると記述されている。これは、全てのダイアログ（もしく

はリモートオペレーション）を継続して処理している各々のプロセスがあることをこの標準では意味し

ているものではない。 本標準では、停止シンボル（×）は適当な場合は全て空状態に置き換えて使用す

るべきとしている。さらに、確立したダイアログが終了した（もしくは、ダイアログ確立が成立しな

かった）ことをＣＣＯは認識できない状態が第１版のＳＤＬには存在した。本標準では、ＤＨＡは「ダ

イアログＩＤ解放」手順が呼ばれる前に、組織的に「ダイアログ終了」信号をＣＨＡ（ＣＣＯ）へ送信

するように修正した。

ＴＣの各プロセスがインスタンスを生成する種別と状態について下表に示す。

表Ａ－１／ＪＴ－Ｑ７７４ プロセス生成状態の概要

(ITU-T Q.774)

プロセス 生成元 生成契機

ＴＣＯ システム管理 システムのサービス開始

ＴＳＭ ＴＣＯ ＴＣＯがＳＣＣＰから有効な「開始」メッセージ

を受けた時もしくは「ＴＲ－開始」要求メッセー

ジを受けた時

ＴＳＭ ＴＳＭがＴＣＯから「開始メッセージ受信」信号

を受けた時

ＴＣユーザ ＴＣユーザが新たなダイアログを初期化する必要

が生じた時

ＤＨＡ

ＴＣＯ ＴＣＯがＳＣＣＰから有効なＵＮＩメッセージを

受けた時

ＣＣＯ ＤＨＡ ＤＨＡが生成された時

ＩＳＭ ＣＣＯ ＤＨＡがオペレーションを送信されたことを指示

した時

　プロセスは他のプロセスによって明確に消滅させられることはない。プロセスはいくつかの信号の受信、

もしくは特定の動作を行った後に停止する。ＴＣの各プロセスがインスタンスを停止する状態について下

表に示す。
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表Ａ－２／ＪＴ－Ｑ７７４ プロセス停止状態の概要

(ITU-T Q.774)

プロセス 停止契機

ＴＣＯ システムのサービス終了

ＴＳＭ トランザクションが終了することを指示したＴＣＯからの信号（終了、アボー

ト．．）を受けた時

ＤＨＡ ダイアログ終了時のダイアログＩＤ解放後

ＣＣＯ ＤＨＡ自身停止前にＤＨＡにより送出された「ダイアログ終了」信号を受けた

時

ＩＳＭ オペレーションが終了した時もしくはＣＣＯから「終了」信号を受けた時

Ａ．４　ＳＤＬで使用する略語

ＣＳＬ コンポーネントサブレイヤ

Ｌ 最終コンポーネント

ＮＬ 途中のコンポーネント

ＳＣＣＰ 信号接続制御部

ＴＣ トランザクション機能

ＴＣＵ ＴＣユーザ

ＴＳＬ トランザクションサブレイヤ

ＩＳ 送信起動

ＩＲ 受信起動

ＤＨＡ ダイアログ処理（コンポーネントサブレイヤ）

ＣＨＡ コンポーネント処理

ＲＥＪ 拒否

ＲＥ エラー応答

ＲＲ 結果応答

ＲＲ－Ｌ 結果応答（最終）

ＲＲ－ＮＬ 結果応答（途中）

ＩＮＶ 起動

ＣＣＯ コンポーネントコーディネータ

ＵＮＩ 片方向

ＩＳＭ 起動状態遷移

ＴＣＯ トランザクションコーディネータ

ＴＳＭ トランザクション状態遷移
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ダイアログ処理プリミティブ　　コンポーネント処理プリミティブ

「ＴＣ－通知」 （指示）

「ＴＣ－片方向」 （指示、要求）

「ＴＣ－開始」 （指示、要求）

「ＴＣ－継続」 （指示、要求）

「ＴＣ－終了」 （指示、要求）

「ＴＣ－Ｕ－アボート」 （指示、要求）

「ＴＣ－Ｐ－アボート」 （指示）

ＴＣユーザ

コンポーネント

サブレイヤ

「ＴＣ－起動」 （指示、要求）

「ＴＣ－結果－Ｌ」 （指示、要求）

「ＴＣ－結果－ＮＬ」（指示、要求）

「ＴＣ－Ｕ－エラー」（指示、要求）

「ＴＣ－Ｌ－取消」 （指示）

「ＴＣ－Ｕ－取消」       （要求）

「ＴＣ－Ｒ－拒否」 （指示）

「ＴＣ－Ｌ－拒否」 （指示）

「ＴＣ－Ｕ－拒否」 （指示、要求）

ダイアログ要求（ＡＡＲＱ）

ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）

ダイアログアボート（ＡＢＲＴ）

ＣＳＬ
ＣＨＡ

相手へ

起動（ＩＮＶ）

結果応答（最終）（ＲＲ－Ｌ）

結果応答（途中）（ＲＲ－ＮＬ）

エラー応答（ＲＥ）

拒否（ＲＥＪ）

トランザクションサブレイヤ

「ＴＲ－片方向」 （指示、要求）

「ＴＲ－開始」 （指示、要求）

「ＴＲ－継続」 （指示、要求）

「ＴＲ－終了」 （指示、要求）

「ＴＲ－Ｕ－アボート」（指示、要求）

「ＴＲ－Ｐ－アボート」（指示）

「ＴＲ－通知」 （指示）

相手へ

ＴＣＯ

付図 A-3/
JT-Q774

ＴＳＬ
ＴＳＭ

付図 A-4/
JT-Q774

   
片方向

開始

継続

終了

アボート

信号接続制御部

「Ｎ－ユニットデータ」（指示、要求）

「Ｎ－通知」（指示）

ＣＨＡ　コンポーネント処理

ＤＨＡ　ダイアログ処理（ＣＳＬ）

ＴＣＯ　トランザクションコーディネータ

ＴＳＬ　トランザクションサブレイヤ

ＣＣＯ　コンポーネントコーディネータ

ＩＳＭ　起動状態遷移

ＴＳＭ　トランザクション状態遷移

付図Ａ－２Ａ／ＪＴ－Ｑ７７４　ＴＣブロックダイアグラム概観図
 (ITU-T Q.774)

ＤＨＡ

付図 A-5/
JT-Q774

ＣＣＯ

付図 A-6/
JT-Q774

ＩＳＭ

付図 A-7/
JT-Q774
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「ＴＲ－片方向」 （要求） 「ＴＲ－片方向」 （指示）

「ＴＲ－開始」 （要求） 「ＴＲ－開始」 （指示）

「ＴＲ－継続」 （要求） 「ＴＲ－継続」 （指示）

「ＴＲ－終了」 （要求） 「ＴＲ－終了」 （指示）

「ＴＲ－Ｕ－アボート」 （要求） 「ＴＲ－Ｕ－アボート」 （指示）

「ＴＲ－Ｐ－アボート」 （指示）

「ＴＲ－通知」 （指示）

ＴＳＬ

　注．ＴＳＬの機能はＴＣＯとＴＳＭの２つの機能ブロックに分けられる。ＴＣＯは、入力されるＴＣ

メッセージの構文チェックと、個々のＴＳＭとの相互動作を制御する。ＴＳＭは、各トランザク

ションのために状態情報を提供し、ＴＲユーザに対するプリミティブを発行し、また、ＴＣメッ

セージを組み立てて送出する。どのＴＳＭにも関連しない「片方向」と「アボート」メッセージは

ＴＣＯによって組み立てられ送出される。

付図Ａ－２Ｂ／ＪＴ－Ｑ７７４　トランザクションサブレイヤ

 (ITU-T Q.774) ブロックダイアグラム概観図

トランザクションサ

ブレイヤにおけるダ

イア ログ処理

（ＴＣＯ）

付図Ａ－３／

ＪＴ－Ｑ７７４

トランザクション

状態遷移

（ＴＳＭ）

付図Ａ－４／

ＪＴ－Ｑ７７４

（トランザクション

ＩＤ毎）

開始

継続 トランザクション

終了

ｱﾎﾞｰﾄ

ローカルアボート

メッセージ受信

ＴＳＭ空

「Ｎ－ユニットデータ」要求 「Ｎ－ユニットデータ」指示

「Ｎ－通知」 指示
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ＴＣＵ

「ＴＣ－起動」 （指示）

「ＴＣ－結果－ＮＬ｣ （指示）

「ＴＣ－起動」 （要求） 「ＴＣ－結果－Ｌ」 （指示）

「ＴＣ－Ｕ－取消」 （要求） 「ＴＣ－Ｕ－エラー｣ （指示）

「ＴＣ－結果－ＮＬ」（要求） 「ＴＣ－Ｌ－拒否」 （指示）

「ＴＣ－結果－Ｌ」 （要求） 「ＴＣ－Ｒ－拒否」 （指示）

「ＴＣ－Ｕ－エラー」（要求） 「ＴＣ－Ｕ－拒否」 （指示）

「ＴＣ－Ｕ－拒否」 （要求） 「ＴＣ－Ｌ－取消」 （指示）

要求された

コンポーネント

コンポーネントなし

ＤＨＡ

コンポーネント

ダイアログ終了

コンポーネント要求

付図Ａ－２Ｃ／ＪＴ－Ｑ７７４　ＣＨＡブロックダイアグラム概観図
 (ITU-T Q.774)

コンポーネント

コーディネータ

（ＣＣＯ）

付図Ａ－６／

ＪＴ－Ｑ７７４

(ダイアログ毎)

起動状態遷移

（ＩＳＭ）

付図Ａ－７／

ＪＴ－Ｑ７７４

（起動ＩＤ毎）

ＣＨＡ

オペレーション送信

ＲＥ受信

ＲＲ－ＮＬ受信

ＲＲ－Ｌ受信

終了

拒否コンポーネント

生成
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注１：ＴＲ部情報要素のフォーマットがこのメッセージ種別に対して正しいかチェックする

付図Ａ－３／ＪＴ－Ｑ７７４　トランザクションコーディネータ［ＴＣＯ］（１／６）

(ITU-T Q.774)

「Ｎ－ユニット

データ」指示

TSL←SCCP

空

メッセージ

種別？

シンタックス

エラー？

（注１）

シンタックス

エラー？

（注１）

シンタックス

エラー？

（注１）

シンタックス

エラー？

（注１）

シンタックス

エラー？

（注１）

トランザク

ションＩＤ無

？

着トランザク

ションＩＤ

割付済？

着トランザク

ションＩＤ

割付済？

着トランザク

ションＩＤ

割付済？

①

②③ ④

④ ③ ③⑦

⑦

アボート

メッセージ生成

トランザクショ

ンＩＤ割付

空

⑤⑤

アボート

TSM

「Ｎ－ユニット

データ」要求

TSL→ SCCP

「ＴＲ－片方向」

指示

CSL←TSL

開始メッセージ

受信

TSM←TCO

継続メッセージ

受信

TSM←TCO

終了メッセージ

受信

TSM←TCO

アボートメッセージ

受信

TSM←TCO

②

P－アボー

ト理由＝

リソース限

４

１

１

４

４ ４ ４

４４４４

2

YesYes YesYes Yes

Yes

YesYesYes

No NoNoNo
No

NoNoNo

No

片方向 開始 継続 終了

不
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付図Ａ－３／ＪＴ－Ｑ７７４　トランザクションコーディネータ［ＴＣＯ］（２／６）

(ITU-T Q.774)

「Ｎ－通知」指示

TSL←SCCP

「ＴＲ－通知」指示

CSL←TSL

ＴＳＭ停止

TCO←TSM

「ＴＲ－片方向」
要求

CSL→TSL

トランザクション

ＩＤ解放

片方向メッセージの

ＴＲ部組立

「Ｎ－ユニット
データ」要求
TSL→SCCP

空

１
１ ６

３
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付図Ａ－３／ＪＴ－Ｑ７７４　トランザクションコーディネータ［ＴＣＯ］（３／６）

(ITU-T Q.774)

「ＴＲ－開始」

要求

CSL→TSL

「ＴＲ－終了」

要求

CSL→TSL

「ＴＲ－Ｕ－

アボート」要求

CSL→TSL

「ＴＲ－継続」

要求

CSL→TSL

開始トランザク

 ション

TCO→TSM

継続トランザク

 ション

TCO→TSM

終了トランザク

 ション

TCO→TSM

アボートトラン

 ザクション

TCO→TSM

空

TSM

６

２
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　注２：使用すべき適切なＰ－アボート理由値は、標準ＪＴ－Ｑ７７３で定義されている。

　注３：ＴＣ－ユーザへの通知は、ローカルなインプリメントオプションである（片方向メッセージの

み）

付図Ａ－３／ＪＴ－Ｑ７７４　トランザクションコーディネータ［ＴＣＯ］（４／６）

 (ITU-T Q.774)

1 (2)

５

1 (2)
2

1 (3)

3
1 (2)

4

発トラン
ザクションＩＤ

抽出可？

発トラン
ザクションＩＤ

抽出可？

着トラン
ザクションＩＤ

割付済？

アボートメッセージ

のＴＲ部組立

（注２）

アボートメッセージ

のＴＲ部組立

（注２）

アボートメッセージ

のＴＲ部組立

（注２）

「Ｎ－ユニット

データ」要求

TSL→SCCP

「Ｎ－ユニット

データ」要求

TSL→SCCP

着トラン
ザクションＩＤ

割付済？

「Ｎ－ユニット

データ」要求

TSL→SCCP

ローカルアボート

 TSM←TCO

ローカルアボート

 TSM←TCO

受信メッセージ廃棄

（注３）
受信メッセージ廃棄受信メッセージ廃棄 受信メッセージ廃棄

空

NoNo

YesYes

Yes

No

No

Yes
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　注：実現方法はインプリメント依存である

トランザクションＩＤ割付手順

付図Ａ－３／ＪＴ－Ｑ７７４　トランザクションコーディネータ［ＴＣＯ］（５／６）

(ITU-T Q.774)

＊
トランザクション

ＩＤ割付済

トランザクション

ＩＤ無

トランザクション

ＩＤ無しを設定

割り付けられた

トランザクション

ＩＤを設定

トランザクション

ＩＤ待

トランザクション

ＩＤ割付

開始

注
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注：実現方法はインプリメント依存である

トランザクションＩＤ解放手順

付図Ａ－３／ＪＴ－Ｑ７７４　トランザクションコーディネータ［ＴＣＯ］（６／６）

(ITU-T Q.774) 　

トランザクション

ＩＤ解放

開始

注
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　注：これはＴＣ－ユーザによって供給されるか、あるいは暗黙的に「Ｎ－ユニットデータ」プリミティ

ブが発行されたアクセスポイントを表す。

付図Ａ－４／ＪＴ－Ｑ７７４　トランザクション状態遷移［ＴＳＭ］（１／５）
(ITU-T Q.774)

空

（Ｉ）

注

開始メッセージ

受信

ＴＳＭ←ＴＣＯ

開始トランザク

ション

ＴＣＯ→ＴＳＭ

相手アドレスと

相手トランザクショ

ンＩＤを格納

ローカルアドレス

を格納

ＤＨＡ

開始メッセージの

ＴＲ部組立

「 Ｎ －ユ ニッ ト

データ」要求

ＴＳＬ→ＳＣＣＰ

「ＴＲ－開始」

指示

ＣＳＬ←ＴＳＬ

受信起動

（ＩＲ）

送信起動

（ＩＳ）
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付図Ａ－４／ＪＴ－Ｑ７７４　トランザクション状態遷移［ＴＳＭ］（２／５）
(ITU-T Q.774)

プリアレンジド終了

？

受信起動

（IR）

継続トランザク

ション

TCO→TSM

アボートトランザ

クション

TCO→TSM

ユーザによってアド

レスが提供された場

合新しいローカルア

ドレスとして格納

継続

メッセージの

TR 部組立

アボート

メッセージの

TR 部組立

「 Ｎ －ユ ニッ ト

データ」要求

ＴＳＬ→ＳＣＣＰ

「N －ユニット

データ」要求

動作中

（ＩＲ）

終了トランザク

ション

TCO→TSM

終了

メッセージの

TR 部組立

「 Ｎ －ユ ニッ ト

データ」要求

ＴＳＬ→ＳＣＣＰ

TSM 停止

TCO←TSM

Yes

No
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付図Ａ－４／ＪＴ－Ｑ７７４　トランザクション状態遷移［ＴＳＭ］（３／５）
(ITU-T Q.774)

「TR－U－
アボート」

？

送信起動

（IS）

継続メッセー

ジ受信

TSM←TCO

相手アドレスと

相手トランザク

ション ID を格

納

「TR－継続」

指示

CSL←TSL

動作中

（A）

TSM 停止

TCO←TSM

純粋にロー

カルな動作

終了メッセー

ジ受信

TSM←TCO

アボートメッ

セージ受信

TSM←TCO

ローカル

アボート

TSM←TCO

終了トランザ

クション

TCO→TSM

アボートトラ

ンザクション

TCO→TSM

「TR－終了」

指示

CSL←TSL

「TR－Uーア

ボート」指示

CSL←TSL

「TR－P－ア

ボート」指示

CSL←TSL

No

Yes
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付図Ａ－４／ＪＴ－Ｑ７７４　トランザクション状態遷移［ＴＳＭ］（４／５）
(ITU-T Q.774)

継続トランザク
ション

TCO→TSM

継続メッセージ
受信

TSM←TCO

終了メッセージ
受信

TSM←TCO

Yes継続メッセージ

のＴＲ部組立

プリ
アレンジド
終了？

No

終了メッセージ

のＴＲ部組立

「ＴＲ－終了」指示

CSL←TSL

「Ｎ－ユニット
データ」要求
TSL→SCCP

ＴＳＭ停止

TCO←TSM

動作中

（Ａ）

動作中

（A）

終了トランザク
ション

TCO→TSM

１

５

「TR－継続」

指示

CSL←TSL

「N－ユニット

データ」要求

TSL→SCCP
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付図Ａ－４／ＪＴ－Ｑ７７４　トランザクション状態遷移［ＴＳＭ］（５／５）
(ITU-T Q.774)

アボート

メッセージ受信
TSM←TCO

ローカル
アボート

TSM←TCO

アボートトラン
ザクション
TCO→TSM

No
「ＴＲ　－

Ｕ－アボート」
？

アボートメッセージ

のＴＲ部組立

Yes

「ＴＲ－Ｕ－
アボート」指示

CSL←TSL

「ＴＲ－Ｐ－
アボート」指示

CSL←TSL

「Ｎ－ユニット
データ」要求
TSL→SCCP

ＴＳＭ停止

TCO←TSM

１

４
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付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ７７４　ＣＳＬのダイアログ処理（ＤＨＡ）（１／14）
(ITU-T Q.774)

ローカルトラン
ザクションＩＤ

割付

コンポーネント

処理

コンポーネント
要求

CHA←DHA

ダイアログ要求

(AARQ)APDUの生成

「ＴＣ－開始」
要求

TCU→CSL

コンポーネント
要求

CHA←DHA

片方向ダイアログ
(AUDT)APDU
の生成

ダイアログ情報
有？

「ＴＣ－片方向」
要求

TCU→CSL

「ＴＲ－片方向」
要求

CSL→TSL

Ａ

2

NoNo

Yes Yes

アプリケーション
コンテキスト
モード設定

プロトコル
バージョン１に

設定

ＴＳＬ
ユーザデータ

組立

ＴＳＬ

ユーザデータ組立

ダイアログ終了

CHA←DHA

ＴＩＤ無の場合、
有効とするかは
ローカルマター
である。

ダイアログＩＤ

開放

「ＴＲ－開始」
要求

CSL→TSL

送信起動

アプリケーションコ
ンテキストがプリミ
ティブに含まれる場
合に設定される。

開始

空

ＣＣＯ

空

ダイアログ情報
有？

コンポーネント

処理
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付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ７７４　ＣＳＬのダイアログ処理（ＤＨＡ）（２／14）
(ITU-T Q.774)

Ｂ
3

Ａ
1

「ＴＲ－
片方向」指示

CSL←TSL

No
ダイアログ部有？ 1

Yes

ダイアログ部抽出

No
ダイアログ部
は正しい？

Yes

Noバージョン１は
サポートされて

いるか？

Yes

コンポーネント

廃棄

ダイアログＩＤ

割付

１

「ＴＣ－片方向」
指示

TCU←CSL

コンポーネント

CHA←DHA

ダイアログＩＤ

解放

ダイアログ終了

CHA←DHA
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付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ７７４　ＣＳＬのダイアログ処理（ＤＨＡ）（３／14）
(ITU-T Q.774)

Ｂ

2

「ＴＲ－開始」
指示

CSL←TSL

Noダイアログ部

有？
2

4

Yes

ダイアログ部

抽出

No
ダイアログ部

は正しい？

ダイアログ
要求(AARQ)
APDU であ
ること

Yes

Noバージョン１
はサポートされ
ているか？

結果元診断タ
グは(共通ダイ
ア ロ グ 部 の
バージョン無 )
に設定

ダイアログア

ボート

(ABRT)APDU

ダイアログ応答
(AARE)APDU
の生成

コンポーネント

廃棄

コンポーネント

廃棄

「ＴＲ－Ｕ－
アボート」要求

CSL→TSL

「ＴＲ－Ｕ－
アボート」要求

CSL→TSL

Yes

Ｃ

4

ダイアログ終了

CHA←DHA

ダイアログ終了

CHA←DHA
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付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ７７４　ＣＳＬのダイアログ処理（ＤＨＡ）（４／14）
(ITU-T Q.774)

アプリケーション

コンテキストモード

設定

ダイアログＩＤ

割付

C

3

ダ イ ア ロ グ 要 求

(AARQ)APDU が｢ＴＲ

－開始」プリミティブ

中でユーザデータとし

て存在する場合に設定

される。

「ＴＣ－開始」

指示

TCU←CSL

コンポーネント有？

コンポーネント

CHA←DHA

受信起動

2

3

No

Yes
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付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ７７４　ＣＳＬのダイアログ処理（ＤＨＡ）（５／14）
(ITU-T Q.774)

受信起動

「ＴＣ－終了」
要求

TCU→CSL

「ＴＣ－継続」
要求

TCU→CSL

プリアレンジド
終了？

ダイアログ情報
有？

ダイアログ情報
有？

「ＴＲ－終了」
要求

CSL→TSL

プ ロ ト コ ル
バージョン１に

設定

プリアレ

ンジド

ダイアログ応答
(AARE)APDU
（受諾）の生成

ダイアログ終了

CHA←DHA

プ ロ ト コ ル

バージョン１に

設定

ダイアログ応答
(AARE)APDU
（受諾）の生成

コンポーネント

要求

CHA←DHA

ダイアログＩＤ

解放

コンポーネント

処理

コンポーネント

要求

CHA←DHA

ＴＳＬユーザデータ

組立

コンポーネント

処理

「ＴＲ－継続」
要求

CSL→TSL

ＴＳＬユーザデータ

組立

動作中

「ＴＲ－終了」
要求

CSL→TSL

ダイアログ終了

CHA←DHA

ダイアログＩＤ

解放

Ｄ

6

NoNo

Yes Yes

No

Yes
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付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ７７４　ＣＳＬのダイアログ処理（ＤＨＡ）（６／14）
(ITU-T Q.774)

Ｄ

5

アプリケーション
コンテキストモード

設定有？

アボート理由が
存在し、かつ未サポート

AC 名又はダイアロ
グ拒否か？

No

Yes

No

「ＴＣ－Ｕ－
アボート」要求

TCU→CSL

ダイアログ応答
(AARE)APDU(拒否)

の生成

「ＴＲ－Ｕ－
アボート」要求

CSL→TSL

ダイアログ終了

CHA←DHA

ダイアログＩＤ

解放

プロトコルバー

ジョン 1 に設定

Yes

ダイアログアボート
(ABRT)APDUの生成

(アボート元はダイアログ-
サービス-ユーザ)
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付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ７７４　ＣＳＬのダイアログ処理（ＤＨＡ）（７／14）
(ITU-T Q.774)

送信起動

プリアレ

ンジド

ダイアログ終了

CHA←DHA

ダイアログ終了

CHA←DHA

「ＴＣ－終了」

指示

TCU←CSL

「ＴＣ－Ｐ－

アボート」指示

TCU←CSL

コンポーネント

CHA←DHA

P-アボート理由は

異常ダイアログ

ダイアログ終了

CHA←DHA

ダイアログＩＤ

解放

ダイアログ部

抽出

コンポーネント

廃棄

コンポーネント
有？

ダイア

ログ部は正し

いか？

ダイアログ応答
(AARE)APDU で
あること

ロ ー カ

ル処理
ダイアログ部

有？
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾃｷｽﾄﾓｰﾄﾞ設

定有？
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾃｷｽﾄﾓｰﾄﾞ設

定有？

Ｅ

8「ＴＣ－終了」

要求

TCU→CSL

「ＴＲ－終了」

指示

CSL←TSL

「ＴＣ－Ｕ－ア

ボート」要求

TCU→CSL

「ＴＣ－Ｕ－ア

ボート」要求

CSL→TSL

「ＴＲ－終了」

要求

CSL→TSL

No

No

No

No

No

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

３

３

ローカル

処理

「ＴＲ－通知」

指示

CSL←TSL

「ＴＣ－通知」

指示

TCU←CSL

送信起動



ＪＴ－Ｑ７７４ - 52 -

付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ７７４　ＣＳＬのダイアログ処理（ＤＨＡ）（８／14）
(ITU-T Q.774)

５

Ｅ

7

「ＴＲ－Ｐ－

アボート」指示

CSL←TSL

「ＴＲ－Ｕ－

アボート」指示

CSL←TSL

「ＴＲ－継続」

指示

CSL←TSL

「ＴＣ－Ｐ－

アボート」指示

TCU←CSL

「ＴＣ－Ｕ－

アボート」指示

TCU←CSL

「ＴＣ－Ｐ－

アボート」指示

TCU←CSL

「ＴＣ－Ｐ－

アボート」指示

TCU←CSL

「ＴＲ－Ｕ－

アボート」要求

CSL→TSL

「ＴＣ－Ｕ－

アボート」指示

TCU←CSL

P-アボート

理由は異常

ダイアログ

ダイアログ

部有？

ﾕｰｻﾞ情報有がﾌﾟ

ﾘﾐﾃｨﾌﾞに含まれ

ているか?

ダイアログ部
抽出

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ応答
(AARE)APDU

コンポーネント

廃棄

「ＴＣ－継続」
指示

TCU←CSL

コンポーネント

有?

ダイアログアボー

ト(ABRT)APDU
の生成

No
No

YesYes

YesYesYes

Yes

Yes

Yes Yes

Yes

Yes

No No No

NoNo

No
No

No

No

No

抽象
構文はﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

PDU か？

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾃｷｽﾄﾓｰﾄﾞ設

定有？

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾃｷｽﾄﾓｰﾄﾞ設

定有？

PDU は ABRT
又は AARE(拒

否)か？
ﾀﾞｲｱ

ﾛｸﾞ部は正しい

か?

AARE
(共通ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ無

し)か?

ｱﾎﾞｰﾄ

又は関連元は

ﾕｰｻﾞか？

ダイアログ部

有?

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾃｷｽﾄﾓｰﾄﾞ設

定有？

５

４

５

 6

４

コンポーネント

CHA←DHA

ダイアログ終了

CHA←DHA

ダイアログ終了

CHA←DHA

ダイアログ

ＩＤ解放

ダイアログ

ＩＤ解放
動作中

「ＴＣ－Ｐ－

アボート」指示

TCU←CSL

５

Yes

6

P-アボート理由は

共通ダイアログ部

無し

５
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付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ７７４　ＣＳＬのダイアログ処理（ＤＨＡ）（９／14）
(ITU-T Q.774)

Ｆ

10

動作中

「ＴＣ－継続」
要求

TCU→CSL

「ＴＣ－終了」
要求

TCU→CSL

プリ
アレンジド終了

か？

コンポーネント
要求

CHA←DHA

コンポーネント

処理
プリアレンジド

「ＴＲ－終了」
要求

CSL→TSL

コンポーネント
要求

CHA←DHA

ＴＳＬ
ユーザデータ

組立

ダイアログ終了
CHA←DHA

コンポーネント
処理

「ＴＲ－継続」
要求

CSL→TSL

ダイアログＩＤ
解放

ＴＳＬ
ユーザデータ

組立

「ＴＲ－終了」
要求

CSL→TSL
動作中

ダイアログ終了
CHA←DHA

ダイアログＩＤ
解放

No

Yes
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付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ７７４　ＣＳＬのダイアログ処理（ＤＨＡ）（10／14）
(ITU-T Q.774)

G

11

Ｆ

9
「ＴＣ－Ｕ－
アボート」要求

TCU→CSL

「ＴＲ－終了」

指示

CSL←TSL

「ＴＲ－通知」

指示

CSL←TSL

「ＴＣ－通知」

指示

TCU←CSL

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾃｷｽﾄﾓｰﾄﾞ設

定有？

ダイアログ
アボート(ABRT)

APDU の生成
動作中

ダイアログ
制御ＰＤＵが含ま

れているか？

「ＴＲ－Ｕ－

アボート」要求

CSL→TSL

「ＴＣ－終了」
指示

TCU←CSL

コンポーネント
廃棄

ダイアログ終了
CHA←DHA

ダイアログＩＤ

解放

P-アボート
理由は異常
ダイアログ

「ＴＣ－Ｐ－

アボート」指示

TCU←CSL

コンポーネント
有？

コンポーネント

CHA←DHA

ダイアログ終了

CHA←DHA

ダイアログＩＤ

解放

No

Yes

Yes

No

No

Yes
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付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ７７４　ＣＳＬのダイアログ処理（ＤＨＡ）（11／14）
(ITU-T Q.774)

G

10

「ＴＲ－Ｕ－

アボート」指示

CSL←TSL

「ＴＲ－Ｐ－

アボート」指示

CSL←TSL

「ＴＣ－Ｐ－

アボート」指示

TCU←CSL

「ＴＣ－継続」

指示

TCU←CSL

「ＴＣ－Ｐ－

アボート」指示

TCU←CSL

６

７７

７７

動作中

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ部有？

コンポーネント
廃棄

P-アボート
理由は異常
ダイアログ

ダイアログ部
有？

「ＴＣ－Ｐ－
アボート」指示

TCU←CSL

「ＴＣ－Ｕ－
アボート」指示

TCU←CSLコンポーネント
有?

ダイアログアボート

（ABRT)APDU
の生成

コンポーネント
CHA←DHA

「ＴＲ－Ｕ－
アボート」要求

CSL→TSL

P-アボート
理由は異常
ダイアログ

「ＴＣ－Ｐ－
アボート」指示

TCU←CSL

「ＴＣ－Ｕ－
アボート」指示

TCU←CSL

ダイアログ終了

CHA←DHA

ダイアログ
終了

CHA←DHA

ダイアログＩＤ

解放

ダイアログＩＤ

解放

Yes

ﾕｰｻﾞ情報

がﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞに含まれ

ているか？

No

Yes
No

抽象構

文はﾀﾞｲｱﾛｸﾞ PDU
か？

No

Yes

No

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾃｷｽﾄﾓｰド設

定有？

No

YesYes

ＰＤＵは
ｱﾎﾞｰﾄか？

No

Yes

No ｱﾎﾞｰﾄ元は
ﾕｰｻﾞか？

No

Yes
Yes

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾃｷｽﾄﾓｰﾄﾞ設定

有？

No

Yes

No

９ ８

８

９

「ＴＲ－継続」

指示

CSL←TSL

抽象構

文はﾀﾞｲｱﾛｸﾞ PDU
か？
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付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ７７４　コンポーネント処理手順（12／14）
(ITU-T Q.774)

開始

コンポーネント待

コンポーネント待

本ダイアログＩＤコンポーネント無
CHA→DHA

（コンポーネント処理）

要求されたコンポーネント
CHA→DHA

（コンポーネント処理）

コンポーネント部組立

１
１

＊
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注：実現方法は、インプリメント依存である。“ダイアロ

グＩＤ無”の場合は、本状況の取扱が内部の事柄であ

るため、呼び元（ＤＨＡ）においては記述されない。

ダイアログＩＤ割付手順

付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ７７４　ＣＳＬのダイアログ処理（ＤＨＡ）（13／14）
(ITU-T Q.774)

開始

注

ダイアログＩＤ

割付

ダイアログＩＤ待

ダイアログＩＤ

割付済
ダイアログＩＤ無

ダイアログＩＤ
無を設定

割付けられた
ダイアログＩＤ

を設定

＊
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注：実現方法はインプリメント依存である。

ダイアログＩＤ解放手順

付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ７７４　ＣＳＬのダイアログ処理（ＤＨＡ）（14／14）

(ITU-T Q.774)

開始

ダイアログＩＤ

解放
注



- 59 - ＪＴ－Ｑ７７４

空

Yes

No
Yes

No
No

Yes

2.4
１

「ＴＣ－起動」
要求

TCU→CHA

「ＴＣ－Ｕ－
取消」要求
TCU→CHA

ダイアログ終了

CHA←DHA

「ＴＣ－結果－ＮＬ」
「ＴＣ－結果－Ｌ」
「ＴＣ－Ｕ－エラー」

要求 TCU→CHA

「ＴＣ－Ｕ－
拒否」要求
TCU→CHA

起動
コンポーネント

組立

本ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ ID と
起動 ID に対して送信待ち

起動ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ有？

本ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ
ID で動作中の

ISM 有？

本ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ ID と
起動 ID に対して動作中の

ISM 有？

送信待ち
コンポーネント

廃棄

拒否コンポーネント
組立

要求された
コンポーネント

組立

起動問題
問題コード

結果応答問題
エラー応答問題

コンポーネントが本
ダイアログＩＤに対
して利用可であるこ
とを表示

インプリメント
特有

ＩＳＭ終了
CCO→ISMＩＳＭ終了

CCO→ISM
本ダイアログ

ＩＤの
各ＩＳＭへ

コンポーネント
廃棄

ＩＳＭ終了

CCO→ISM

コンポーネントが本
ダイアログＩＤに対
して利用可であるこ
とを表示

インプリメント特有

空

「ＴＣ－タイマ
リセット」要求

TCU→CHA

タイマリセット
CCO→ISM

付図Ａ－６／ＪＴ－Ｑ７７４ ＊　コンポーネントコーディネータ（ＣＣＯ）（１／４）
(ITU-T Q.774)
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注１：「ＴＣ－Ｕ－拒否」または「ＴＣ－Ｒ－拒否」指示の選択は問題

コード値により決定される。

注２：一般問題受信時、ＩＤは他端で走っているＩＳＭを参照するかも

しれない。そのためローカルＩＳＭは終了しない。

１
１

コンポーネント

CHA←DHA

拒否コンポーネント
生成

CCO←ISM

２

コンポーネント
有？

拒否コンポーネント

組立

次コンポーネント

取出

「ＴＣ－Ｌ－拒否」
指示

TCU←CHA

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ種別正常 空

起動 結果応答（途中） 結果応答（最終） 拒否エラー応答

ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ

注２
ＩＳＭ動作中？

関連元
ISM がｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ送

出中状態？

結果応答（途中）
受信

CCO→ISM

「ＴＣ－起動」指
示

結果応答（最終）
受信

CCO→ISM

エラー応答受信

CCO→ISM
ＩＳＭ動作中？

関連先ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ ＩＳＭ動作中？ＩＳＭ動作中？ 起動問題

ＴＣユーザへ通知
（ローカルマター）

ＩＳＭ終了

CCO→ISM

注１

「ＴＣ－Ｒ－拒否」
「ＴＣ－Ｕ－拒否」指
示

５
3

５
3

３
3

３
3

３
3

４
3

６
3

６
3

６
3

２２２２

２

６
3

２

No

Yes

No

Yes

YesYesYesYesYes

NoNoNoNoNo

NoNoNoNoNo
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　注３：受信した拒否コンポーネント内のシンタックスエラーのＴＣユーザへ通知（ローカルインプリメ

ンテーション）

　注４：標準ＪＴ－Ｑ７７２に定義される値より適当な問題コードを選択

付図Ａ－６／ＪＴ－Ｑ７７４　コンポーネントコーディネータ（ＣＣＯ）（３／４）
(ITU-T Q.774)
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付図Ａ－６／ＪＴ－Ｑ７７４　コンポーネントコーディネータ（ＣＣＯ）（４／４）

 (ITU-T Q.774)
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付図Ａ－７／ＪＴ－Ｑ７７４　起動状態遷移（ＩＳＭ）（１／６）

(ITU-T Q.774)
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付図Ａ－７／ＪＴ－Ｑ７７４　＊     起動状態遷移（ＩＳＭ）（２／６）

(ITU-T Q.774)
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付図Ａ－７／ＪＴ－Ｑ７７４　起動状態遷移（ＩＳＭ）（３／６）

(ITU-T Q.774)
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付図Ａ－７／ＪＴ－Ｑ７７４ ＊　 起動状態遷移（ＩＳＭ）（４／６）

(ITU-T Q.774)
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付図Ａ－７／ＪＴ－Ｑ７７４ ＊　起動状態遷移（ＩＳＭ）（５／６）

(ITU-T Q.774)
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付図Ａ－７／ＪＴ－Ｑ７７４　起動状態遷移（ＩＳＭ）（６／６）

(ITU-T Q.774)
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